
 令和２年

No. 200

主
な
内
容

☆広報きじま平               ２～25・40

☆議会だより　           26～33

☆館報生き活き木島平　34～37

☆社協だより　           38～39

☆広報きじま平…………………　2�17・28

　☆議会だより…………………16�21

　　☆館報生き活き木島平……22�25

　　　☆社協だより……………26�27

☆広報きじま平                       2～19・32
☆農業委員会だより               20～21
☆館報生き活き木島平　22～25
☆社協だより　          26～27
☆ふるさと北信濃        28～31

☆広報きじま平              ２～21・28

☆館報生き活き木島平　22～25

☆社協だより　           26～27

☆広報きじま平              2～25・28

☆農業委員会だより   20～21

☆館報生き活き木島平　22～25

☆社協だより　           26～27

☆広報きじま平              2～○・40

☆議会だより　　　　　 　　22～27

☆農業委員会だより      28～29

☆館報生き活き木島平　30～33

☆社協だより　           34～35

☆ふるさと北信濃　　　　   36～39

月ポイント中央下
X：28.5㎜～31㎜
Y：-223㎜

内容ポイント左上
X:107㎜
Y：-243㎜

121.164 mm
-241.223 mm

 令和２年

No. 200

主
な
内
容

☆広報きじま平               ２～25・40

☆議会だより　           26～33

☆館報生き活き木島平　34～37

☆社協だより　           38～39

☆広報きじま平…………………　2�17・28

　☆議会だより…………………16�21

　　☆館報生き活き木島平……22�25

　　　☆社協だより……………26�27

☆広報きじま平                       2～19・32
☆農業委員会だより               20～21
☆館報生き活き木島平　22～25
☆社協だより　          26～27
☆ふるさと北信濃        28～31

☆広報きじま平              ２～21・28

☆館報生き活き木島平　22～25

☆社協だより　           26～27

☆広報きじま平              2～25・28

☆農業委員会だより   20～21

☆館報生き活き木島平　22～25

☆社協だより　           26～27

☆広報きじま平              2～○・40

☆議会だより　　　　　 　　22～27

☆農業委員会だより      28～29

☆館報生き活き木島平　30～33

☆社協だより　           34～35

☆ふるさと北信濃　　　　   36～39

月ポイント中央下
X：28.5㎜～31㎜
Y：-223㎜

内容ポイント左上
X:107㎜
Y：-243㎜

121.164 mm
-241.223 mm

自然劇場

　10 月 31 日、道の駅ファームス木島
平で、木島平中学校の「輝け！未来塾」
によるイベントが行われました。
　会場では、仮装した子どもたちが楽
しそうに紙飛行機を飛ばしていました。

紙飛行機を飛ばそう！
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10
月
16
日
、
木
島
平

中
学
校
の
生
徒
が
役
場

議
場
で
模
擬
議
会
を
開

き
、
村
に
対
し
て
質
問

や
提
案
を
行
い
ま
し
た
。

中
学
校
で
は
、
総
合
的

な
学
習
の
一
環
と
し
て

毎
年
２
、３
年
生
を
対
象

に
「
未
来
塾
」
を
開
講
し
、

地
域
の
方
々
を
講
師
に

迎
え
て
、
様
々
な
分
野
で

学
習
を
深
め
て
い
ま
す
。

今
年
の
テ
ー
マ
は
「
ふ

る
さ
と
木
島
平
に
貢
献

し
て
い
く
わ
た
し
た
ち
」

で
す
。
今
回
、
村
議
会
に

つ
い
て
学
ぶ
生
徒
12
人

が
議
長
、
議
員
役
を
務
め

緊
張
し
な
が
ら
も
堂
々

と
議
事
の
進
行
や
質
問

を
し
ま
し
た
。（
質
問
と

回
答
の
一
部
を
抜
粋
し

て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。）

 

①
こ
の
11

月
末
ま
で
に
図
書
館

を
含
め
た
若
者
セ
ン

タ
ー
にW

i-
F
i

環
境

を
設
置
す
る
予
定
。

 

①
ど
の
ス
ペ
ー
ス
に
何
台
設
置

　

す
る
か
等
を
検
討
し
、
皆
さ
ん
の
要
望
に

　

応
え
ら
れ
る
環
境
を
整
備
し
た
い
。

②
９
月
時
点
で
、
そ
の
後
の
臨
時
休
業
等

　

に
対
応
す
る
た
め
、
村
の
全
校
児
童
生

　

徒
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
り
、
各
家
庭
の

　

あ
る
程
度
のW

i-
F
i

環
境
に
つ
い
て
把

　

握
し
た
と
こ
ろ
。
そ
の
結
果
を
参
考
に

　

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
を
行
え
る
場
所
や
、
家

　

庭
へ
のW

i-
F
i

ル
ー
タ
ー
・
タ
ブ
レ
ッ

　

ト
の
貸
出
し
が
可
能
か
ど
う
か
検
討
し

　

て
い
る
。
い
ず
れ
に
し
ろ
万
が
一
、
臨

　

時
休
業
に
な
っ
た
場
合
で
も
、
児
童
生

　

徒
の
皆
さ
ん
が
教
育
の
機
会
均
等
の
下
、

　

平
等
に
同
じ
く
教
育
を
受
け
ら
れ
る
よ

　

う
、
教
育
委
員
会
と
し
て
も
、
学
校
と

　

し
て
も
努
力
し
た
い
。

 

村
内
の
ネ
ッ
ト
環
境
に
つ
い
て

　

ち
っ
ち
ゃ
な
図
書
館
（
以
下
、「
図

　

書
館
」
と
記
載
）
で
ネ
ッ
ト
環
境

　

を
使
っ
た
調
べ
物
が
で
き
ず
不
便

　

と
思
っ
た
私
た
ち
は
、
中
学
校
で

　

ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
っ
た
と
こ
ろ
、

　

ち
っ
ち
ゃ
な
図
書
館
にW

ワ
イ
フ
ァ
イ

i-F
i

（
※
）

　

や
パ
ソ
コ
ン
な
ど
の
機
器
を
設
置

　

す
る
と
利
用
率
が
３
倍
に
上
が
る

　

こ
と
が
分
か
っ
た
。

①
図
書
館
にW

i-F
i

や
パ
ソ
コ
ン
な

　

ど
の
情
報
機
器
を
設
置
す
る
予
定

　

は
あ
る
か
。

②
休
校
な
ど
で
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
と

　

な
っ
た
場
合
、
自
宅
で
オ
ン
ラ
イ

　

ン
授
業
に
参
加
で
き
な
い
生
徒
へ

　

の
対
応
は
ど
う
す
る
か
。

問

答
村
長

教
育
長

※ Wi-Fi とは、無線で通信する端末がお互いに接続可能になる方式（規格）の名称。
　無線通信を行うことで、ケーブル無しでもインターネットの接続が可能になる。
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①
い
か
に
人

口
を
確
保
し
て
い
く
か

が
大
き
な
課
題
。
移
住

対
策
の
ほ
か
、
子
育
て

環
境
や
教
育
環
境
の
充

　

実
・
宣
伝
を
含
め
た
取
組
み
を
実
施
中
。

 

②
こ
れ
ま
で
行
っ
て
き
た
子
育
て

　

支
援
策
と
と
も
に
、
自
然
環
境
に
つ
い
て
も

　

一
体
的
に
対
象
世
代
に
Ｐ
Ｒ
し
た
い
。

　

具
体
的
な
働
き
方
の
例
示
な
ど
、
提
案
を
参

　

考
に
し
な
が
ら
宣
伝
方
法
の
見
直
し
を
行
い
、

　

皆
さ
ん
の
よ
う
な
若
者
が
帰
り
た
く
な
る
村

　

づ
く
り
を
進
め
た
い
。

③
現
在
、
村
に
は
移
住
体
験
住
宅
が
２
か
所
あ

　

り
、
１
泊
３
千
円
で
２
泊
か
ら
利
用
で
き
る
。

　

昨
年
は
１
３
１
泊
、
延
べ
４
２
０
人
の
利
用

　

が
あ
っ
た
。
今
年
は
既
に
１
１
３
泊
、
３
４
０

　

人
の
利
用
が
あ
り
、
関
東
圏
が
一
番
多
く
50

　

％
、
関
東
圏
で
30
％
。
な
か
に
は
子
ど
も
連

　

れ
の
家
族
の
利
用
も
あ
り
、
子
育
て
支
援
策
の

　

充
実
と
合
わ
せ
て
、
村
の
Ｐ
Ｒ
に
繋
げ
た
い
。

 

①
フ
ァ
ー
ム

ス
は
、
村
の
農
産
物
を

６
次
産
業
化
す
る
こ
と

で
地
域
の
雇
用
を
生
み

経
済
の
循
環
を
目
指
す

　

施
設
だ
が
、
多
く
の
課
題
が
あ
り
う
ま
く

　

活
用
で
き
て
い
な
い
。
い
た
だ
い
た
意
見

　

を
参
考
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

 

②
加
工
室
は
希
望
者
に
貸
出
す
こ

　

と
と
し
て
広
報
を
行
い
な
が
ら
Ｐ
Ｒ
を
し
て

　

い
る
。
現
在
、
一
部
は
チ
ー
ズ
の
加
工
の
商

　

品
化
に
向
け
て
活
用
中
。
企
業
か
ら
使
用
の

　

要
望
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
村
内
事
業
者
に

　

と
っ
て
不
公
平
と
な
ら
な
い
よ
う
に
し
な
が

　

ら
利
用
し
て
も
ら
う
こ
と
を
検
討
し
て
い
る
。

　

施
設
の
改
修
も
検
討
し
な
が
ら
貸
出
と
合
わ

　

せ
て
施
設
の
有
効
な
活
用
に
向
け
て
進
め
て

　

い
き
た
い
。

③
「
日
本
一
お
米
が
あ
る
道
の
駅
」
は
、
と
て

　

も
良
い
提
案
で
あ
り
、
実
現
に
向
け
て
具
体

　

的
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

 

村
の
人
口
に
つ
い
て

①
人
口
の
少
な
い
現
状
に
対
し
て
単

　

な
る
観
光
名
所
と
異
な
る
ア
ピ
ー

　

ル
が
大
切
で
は
。

②
村
は
災
害
が
少
な
く
教
育
も
充
実

　

し
て
い
る
の
で
、
子
育
て
世
代
を

　

中
心
に
宣
伝
を
行
い
、
子
ど
も
た

　

ち
が
の
び
の
び
成
長
で
き
る
こ
と

　

を
Ｐ
Ｒ
し
て
は
。

③
観
光
だ
け
で
な
く
移
住
体
験
が
で

　

き
た
ら
良
い
と
思
う
。
移
住
体
験

　

の
利
用
人
数
は
ど
れ
く
ら
い
か
。

　

子
育
て
世
代
や
都
会
の
人
た
ち
は

　

利
用
し
て
い
る
か
。

問

 

フ
ァ
ー
ム
ス
木
島
平
に
つ
い
て

①
ど
の
よ
う
に
成
功
さ
せ
よ
う
と
し

　

た
の
か
。

②
空
き
ス
ペ
ー
ス
が
多
い
よ
う
に
感

　

じ
る
が
、
加
工
場
な
ど
他
の
企
業

　

や
必
要
と
し
て
い
る
人
に
貸
し
出

　

す
の
は
ど
う
か
。

③
空
き
ス
ペ
ー
ス
の
活
用
と
し
て
、

　

「
日
本
一
お
米
が
あ
る
道
の
駅
」
と

　

し
て
、
壁
一
面
に
お
米
を
置
く
の

　

は
ど
う
か
。
最
初
は
農
家
の
利
益

　

の
み
で
販
売
し
、
話
題
に
な
っ
て

　

き
た
段
階
で
、
フ
ァ
ー
ム
ス
に
も

　

利
益
が
出
る
よ
う
に
値
段
設
定
を

　

す
る
方
法
な
ら
ど
う
か
。

問

答

答

村
長

村
長

産
業
課
長

産
業
課
長

自分たちの意見を、真剣に考え

て、答えてもらったのが嬉し

かったです。

議員役　小野澤初
は つ ね

音さん

普段あまり、行政について考え

る機会が無いので、機会を与え

てもらってありがたいと思いま

した。

議員役　小林佳
か の こ

乃子さん

問いかけた質問は、皆で考えた

ものをおおまかに３つに分け

て、さらにそこからグループご

とに一生懸命考えました。

議員役　山田梨
り ひ と

人さん

今度は質問する側に回ってみた

いと思いました。そのときには

ファームスを黒字化させるアイ

ディアなどを出してみたいです。

議長役　六塚歩
あゆむ

さん



区　分 人　数 区　分 人　数
議　　会 ２ 土　　木 ４
総　　務 11 教　　育 ７
税　　務 ４ 国民健康保険 １
保  育  所 14 介護保険 ３
民　　生 ７ 下  水  道 ０
衛　　生 ５ 水　　道 ２
農　　林 ６ 派遣職員 ２
商工観光 8 計 76

▼（１）部門別職員数の状況

採用者数 退職者数
３人 ２人

▼（２）採用職員と退職職員

※採用者は令和２日４月１日の採用者、
　退職者は平成 31 年４月 1 日～令和２
　年３月 31 日の退職者数です。

２. 職員の給与の状況

歳出額（Ａ） 人件費（Ｂ） 人件費率（Ｂ / Ａ )
4,082,157 千円 509,378 千円 12.5％

▼（１）人件費の状況（令和元年度普通会計決算）

職員数（Ａ）
給与費（千円） 1 人あたり給与費

（Ｂ / Ａ）給料 職員手当 期末勤勉手当 計（Ｂ）
70 人 249,588 30,850 101,292 381,730 5,453 千円

▼（３）一般職員給与費の状況（令和２年度普通会計当初予算）

区分 平均年齢 平均給与月額
一般行政職 42 歳０月 331,300 円
技能労務職 57 歳１月 303,000 円

▼（２）職員の平均年齢と平均給与月額

区分 職務 職員数（人） 構成比（％）
1　級 　主事、技師、保育士 18 24.3
2　級 　主任、主任保育士 17 23.0
3　級 　主査、主査保育士 12 16.2
4　級 　室長、係長、主幹、園長補佐 16 21.6
5　級 　課等の長、園長、複雑かつ困難な業務を行う室長もしくは係長 10 13.5
6　級 　複雑かつ困難な業務を行う課等の長 1 1.4

合　　計 74 100.0

▼（４）一般行政職の級別職員数と構成比の状況

1. 職員の任免および職員に関する状況

（職員数は派遣職員、特別会計職員を除いた数）

村の人事行政運営等の状況を
　　　　　　　　公表します

　村の職員給与や人事行政などについて、概要を
お知らせします。

※基準は主として令和２年４月１日現在

【総務係　内線１０６】

4
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４. 職員の分限及び懲戒処分などの状況

期末手当
勤勉手当

役職段階別加算
3 級職員： ５％
4 級職員：10％
5 級職員：10％
6 級職員：15％

令和元年度支給割合
期末手当 勤勉手当

1 ～ 5 級 6 級 1 ～ 5 級 6 級
6 月 1.3 月分 1.1 月分 0.95 月分 1.15 月分

12 月 1.3 月分 1.1 月分 0.95 月分 1.15 月分

計 2.6 月分 2.2 月分 1.90 月分 2.30 月分

扶養手当
（月額）

１. 配偶者 6,500 円
２. 子 10,000 円
３. 上記１・２以外の扶養親族 6,500 円
扶養親族への特定期間の加算

（満 16 歳に達する年度の 4 月～満 22 歳
に達する年度の 3 月）

5,000 円

住居手当 賃貸の場合（限度額） 28,000 円

通勤手当
交通機関利用者（限度額） 55,000 円
自動車等の交通用具利用者（限度額）
通勤距離に応じて、２㎞以上 2,000 円～ 31,600 円

区分 月額
（実支給額） 備考

給
料

村　長 574,400 円 令和２年４月１
日から令和３年
３月 31 日まで
村長 20%、副村
長・教育長 10％
削減

副村長 542,700 円
教育長 475,200 円

報
酬

議　長 257,000 円
副議長 180,000 円
議　員 155,000 円

月数

基本給月額の 1.4
倍を基礎額とし
て算出

期
末
手
当

村　長

3.40 月分　

副村長
教育長
議　長
副議長
議　員

令和元年 平成 30 年
7.1 日 7.8 日

１週間の勤務時間 38 時間 45 分
始　業 午前 8 時 30 分
終　業 午後５時 15 分

休憩時間 午後 0 ～１時
休　日 土・日・祝日

年末年始休暇 12/29 ～ 1/3

▼（１）職員の標準的な勤務・休憩時間

３. 職員の勤務時間その他の勤務状況

▼（２）職員の年次休暇の平均取得日数

取得者数 取得期間
男 女 ３月以下 ３月超え６月以下 ６月超え１年以下 １年超え３年以下
０ ０ ０ ０ ０ ０

▼（３）令和元年度中に育児休業を取得した職員の状況

取得者数 取得期間
男 女 1 月以下 １月超え３月以下 ３月超え５月以下 ５月超え
０ ０ ０ ０ ０ ０

▼（４）令和元年度中に介護休業を取得した職員の状況

分限処分者数 懲戒処分者数 訓告
など免職 休職 降任 降格 小計 免職 停職 減給 戒告 小計

０ １ ０ ０ １ ０ ０ １ １ ２ ４

▼職員の分限及び懲戒処分などの状況（令和元年度）

分限処分：職員がその職責を十分果たすことができない場合
　　　　　に行われる処分。公務能率の維持を図る。
懲戒処分：一定の義務違反に対する職員の道義的責任を明ら
　　　　　かにし、公務における規律と秩序の維持を図る。
訓告：自己の行為に対して責任を自覚させ、将来を戒めて職
　　　務遂行に対する姿勢の改善、意識向上などを図る。

７. 職員の福祉と利益の保護の状況

公務災害 通勤災害
発生 認定 発生 認定

１ １ ０ ０

▼（１）公務災害の発生及び認定状況（令和元年度）

▼（２）福利厚生制度

６. 職員の研修と勤務成績の評定の状況

区分 内容

独自研修 情報セキュリティ研修、財務会計事務
研修、例規管理システム操作研修

  村以外が主催
  する研修会

（長野県市町村職
  員研修センター
  ほか）

新規採用職員研修、係長研修、部下育成
支援のコミュニケーション研修、専門研
修（会計事務、住家の被害認定調査実地
研修会）、一般職員研修

▼（１）研修開催状況（令和２年度 11 月 1 日現在）

▼（２）人事評価の状況 ( 令和２年度）  
業績評価と職務遂行力の評価をそれぞれ年２回実施。

５. 職員の服務の状況

　職員は全体の奉仕者として公共の利益のために勤
務し、全力で職務を遂行しなければいけません。職
務の遂行にあたって、職員が遵守すべき事項は次と
おりです。
①職務命令等に従う義務　②信用失墜行為の禁止　
③守秘義務　④職務専念義務　⑤政治的行為の制限
⑥争議行為の禁止　⑦営利企業等の従事制限

申請件数 承認件数
６件 ６件

※営利企業等の従事制限にかかわる許可の状況
（平成 31 年 1 月～令和元年 12 月）

①定期健康診断と人間ドックを実施しています。
②職員の共済制度は地方公務員等共済組合法に基づき、
　職員と村において分担、拠出する財源により短期給付
　事業、長期給付事業、福祉事業等を行っています。
③互助会は、福利厚生制度として、地方公務員法第 42 条
　の規定に基づき、木島平村職員互助会を設置し福利厚
　生事業、元気回復事業等を行っています。

▼（６）特別職等の報酬等の状況▼（５）職員の手当の状況
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農
林
高
校
そ
ば
班
が
団
体
戦
を
優
勝

　

第
１
回
日
本
そ
ば
文
化
学
院

　
　
　
　
　

全
国
高
校
生
そ
ば
打
ち
大
会

　

先
月
号
の
農
林
高
校
掲
示
板
で
お
伝
え

し
ま
し
た
同
校
そ
ば
班
は
、「
第
１
回
日

本
そ
ば
文
化
学
院
全
国
高
校
生
そ
ば
打
ち

大
会
」
の
団
体
戦
に
お
い
て
、
強
豪
ラ
イ

バ
ル
校
を
抑
え
て
優
勝
し
、
そ
の
表
彰
式

が
10
月
14
日
に
同
校
の
峻
嶺
会
館
に
て
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

表
彰
式
に
は
、
生
徒
に
そ
ば
打
ち
技
術

を
伝
授
し
て
き
た
「
木
島
平
村
そ
ば
打
ち

研
究
会
」の
皆
さ
ん
や
保
護
者
も
出
席
し
、

生
徒
の
快
挙
を
一
緒
に
祝
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
大
会
は
、
い
つ
も
と
や
り
方
が

異
な
っ
て
大
変
で
し
た
。
そ
ん
な
な
か
で

し
た
が
、
１
年
生
か
ら
一
緒
に
そ
ば
打
ち

を
や
っ
て
き
た
メ
ン
バ
ー
と
、
息
の
あ
っ

た
そ
ば
打
ち
が
で
き
て
、
実
力
を
出
し
き

れ
た
と
思
い
ま
す
。

　

３
年
間
目
指
し
て
き
た
「
優
勝
」
と
い

う
目
標
を
達
成
で
き
て
、
と
て
も
嬉
し
く

思
い
ま
す
。

そば班リーダー
山室彩

あ や か

叶さん

▲団体戦を優勝した A メンバー
（左から順に）出澤さん・山室さん・
　　　　　　  桑原さん

団体戦
優勝
○ A チーム
個人戦
○準優勝
　桑原麻

あさみ

実さん
○第三位
　出澤瑠

る な

奈さん

大会成績

  

11
月
は

　

児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間

　

児
童
虐
待
は
、
子
ど
も
の
心
や
体
に
大

き
な
傷
を
与
え
、
と
き
に
は
命
に
も
関
わ

る
大
変
深
刻
な
問
題
で
す
。

　

皆
さ
ま
の
周
り
で
、
虐
待
か
も
と
思
っ

た
ら
す
ぐ
に
児
童
相
談
所
全
国
共
通
ダ
イ

ヤ
ル
１
８
９
（
い
ち
は
や
く
）
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。（
※
連
絡
は
匿
名
で
も
可
）

【
子
育
て
支
援
係　

内
線
１
６
１
】

　

村
消
防
団
に
感
謝
状

　

10
月
26
日
、
令
和
元
年
の
台
風
災
害
に

お
け
る
防
災
活
動
が
評
価
さ
れ
、
長
野
県

知
事
か
ら
村
消
防
団
に
感
謝
状
が
送
ら
れ

ま
し
た
。

【
総
務
係　

内
線
１
０
８
】

 　

ご
利
用
く
だ
さ
い

　
　
　
　
　

本
人
通
知
制
度

◉
制
度
の
概
要

　

住
民
票
の
写
し
や
戸
籍
謄
抄
本
な
ど
の

証
明
書
を
、
委
任
状
に
よ
り
代
理
人
や
第

三
者
に
交
付
し
た
場
合
に
、
事
前
に
登
録

し
た
人
に
対
し
て
、
そ
の
交
付
し
た
事
実

を
通
知
す
る
制
度
で
す
。

　

本
人
へ
の
通
知
に
よ
り
、
住
民
票
の
写

し
等
の
不
正
請
求
の
早
期
発
見
や
、
委
任

状
の
偽
造
抑
止
に
つ
な
が
り
ま
す
。

◉
利
用
す
る
に
は

　

生
活
環
境
係
で
事
前
登
録
手
続
き
が
必　

要
で
す
。
申
込
み
に
は
、運
転
免
許
証
や
、

パ
ス
ポ
ー
ト
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
な

ど
、
顔
写
真
付
き
の
本
人
確
認
書
類
が
必

要
で
す
。【

生
活
環
境
係　

内
線
１
２
３
】

役
場

申請者

代
理
人

①事前登
　録手続

②委任状

③委任状による請求

④証明書の交付

⑤本人へ
　通知

▲県内 70 団体が同じく表彰を受けました
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第
72
回
人
権
週
間

啓
発
活
動
重
点
目
標

「
み
ん
な
で
築
こ
う　

人
権
の
世
紀
」

～
考
え
よ
う 

相
手
の
気
持
ち 

未
来
へ
つ
な
げ
よ
う 

違
い
を
認
め
合
う
心
～

　

12
月
４
日
㈮
～
10
日
㈭
は
『
人
権
週
間
』
で
す
。「
世
界
人
権
宣
言
」
は
、
基

本
的
人
権
及
び
自
由
を
尊
重
し
確
保
す
る
た
め
、
昭
和
23
年
12
月
10
日
に
第
３
回

国
連
総
会
に
お
い
て
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
法
務
省
と
全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会

で
は
、
こ
の
日
を
最
終
日
と
す
る
１
週
間
を｢

人
権
週
間｣

と
定
め
、
人
権
尊
重

思
想
の
普
及
高
揚
に
努
め
て
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
、
人
権
の
大
切
さ
に
つ
い
て

考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

◇
人
権
週
間 

17
の
強
調
事
項

①
女
性
の
人
権
を
守
ろ
う

②
子
ど
も
の
人
権
を
守
ろ
う

③
高
齢
者
の
人
権
を
守
ろ
う

④
障
害
を
理
由
と
す
る
偏へ
ん
け
ん見
や
差
別
を
な

　

く
そ
う

⑤
同
和
問
題
（
部
落
差
別
）
を
解
消
し
よ
う

⑥
ア
イ
ヌ
の
人
々
に
対
す
る
偏
見
や
差
別

　

を
な
く
そ
う

⑦
外
国
人
の
人
権
を
尊
重
し
よ
う

⑧
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
や
ハ
ン
セ
ン
病
患
者
等

　

に
対
す
る
偏
見
や
差
別
を
な
く
そ
う

⑨
刑
を
終
え
て
出
所
し
た
人
に
対
す
る
偏

　

見
や
差
別
を
な
く
そ
う

⑩
犯
罪
被
害
者
と
そ
の
家
族
の
人
権
に
配

　

慮
し
よ
う

⑪
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
悪
用
し
た
人
権
侵

　

害
を
な
く
そ
う

⑫
北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵
害
問
題
に

　

対
す
る
認
識
を
深
め
よ
う

⑬
ホ
ー
ム
レ
ス
に
対
す
る
偏
見
や
差
別
を

　

な
く
そ
う

⑭
性
的
指
向
を
理
由
と
す
る
偏
見
や
差
別

　

を
な
く
そ
う

⑮
性
自
認
を
理
由
と
す
る
偏
見
や
差
別
を

　

な
く
そ
う

⑯
人
身
取
引
を
な
く
そ
う

⑰
東
日
本
大
震
災
に
起
因
す
る
偏
見
や
差

　

別
を
な
く
そ
う

◇
人
権
週
間
の
取
組
み

◉
街
頭
啓
発

　

村
の
人
権
擁
護
委
員
３
人
と
村
長
に
よ

る
街
頭
啓
発
を
お
こ
な
い
ま
す
。

 

○
日
時　

12
月
２
日
㈬

　
　
　
　

午
前
８
時
15
分
～
45
分

 

○
場
所　

お
ひ
さ
ま
保
育
園

◉
人
権
相
談

　

日
々
の
暮
ら
し
の
な
か
で
、
お
困
り
の

こ
と
や
悩
み
事
（
不
当
な
差
別
、
虐
待
、

い
じ
め
な
ど
の
人
権
問
題
、
離
婚
、
相
続

等
の
家
庭
の
問
題
な
ど
）
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

 

○
日
時　

12
月
２
日
㈬

　
　
　
　

午
前
９
時
～
正
午

 

○
場
所　

高
齢
者
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
「
福
寿
苑
」

◇
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

　
　

心
配
事
相
談
日
以
外
で
も
、
ご
相
談

に
応
じ
ま
す
の
で
、
人
権
擁
護
委
員
へ
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
人
権

推
進
室
で
も
随
時
ご
相
談
を
受
け
付
け
て

い
ま
す
。

◇
雪
ん
子
人
権
子
ど
も
会
の
活
動

　

雪
ん
子
人
権
推
進
委
員
会
は
、
小
学
校

５
人
、
中
学
生
２
人
の
計
７
人
で
構
成
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

年
８
回
の
活
動
の
な
か
で
、
テ
ー
マ

「
様
々
な
人
と
の
出
会
い
と
交
流
」
の
も

と
、
村
内
に
お
住
い
の
一
人
暮
ら
し
の
高

齢
者
や
外
国
出
身
の
皆
さ
ん
、
望
岳
荘
の

皆
さ
ん
と
交
流
を
し
た
り
、「
先
輩
の
話

を
聞
く
会
」
で
部
落
解
放
同
盟
木
島
平
村

支
部
長
さ
ん
か
ら
お
話
を
聞
い
た
り
し
て

活
動
を
し
て
い
ま
す
。

人 権 擁 護 委 員

関 光
みつまさ

正さん
（西 町）

小林 恵
け い こ

子さん
（南 鴨）

山崎 堯
たかし

さん
（中 村）

人
権
に
関
す
る
ご
意
見
・
ご
相
談
は
、

人
権
推
進
室
ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

【
人
権
推
進
室

　
　

☎
０
２
６
９
―

８
２
―

２
０
４
１
】



　「2020 木島平サマーノルディック大会」（10 月 9 日・10 日ローラースキー、11 日マラソン）が、全国から延
べ 1100 人の参加のもとクロスカントリー競技場で開催されました。特に、クロスカントリーローラースキーは、
新型コロナウィルス感染症拡大が始まった昨シーズン２月以来、国内初の公式戦として今回も FIS（国際スキー
連盟）、SAJ（全日本スキー連盟）の公認の
もと日本代表チームをはじめ、国内トッ
プクラスの選手が出場し、熾烈な争いを
繰り広げました。
　大会期間中は、「COVID-19（新型コロナ
ウィルス感染症）対策チーム」を設置し、
感染症予防に最大限の措置を講じて競技
運営が行われ、「これから迎える今シーズ
ンの国内各種スノースポーツ競技会の見
本となる運営である」と高い評価をいた
だきました。
　なお、FIS ポイントレースの記

リザルト
録は、世

界 111 の国と地域に配信されました。

2020 All-Japan Kijimadaira Summer Nordic Championship

国際スキー連盟公認　( 公財 ) 全日本スキー連盟公認

ローラースキーの確認も
屋外で距離をとって実施
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◉中学女子 7.5km
　３位　髙橋 実

み ら

楽（２年・柳久保）
◉中学男子 10km
　４位　森 稟

り お

桜（３年・中町）
◉高校女子 7.5km
　３位　竹内 美

み こ と

琴（飯山高校
　　　　２年・内山）

◉中学女子 7.5km
　６位　湯本 美

み そ の

園（２年・大町）
◉中学男子 10km
　２位　森 稟桜　
　５位　山田 梨

り ひ と

人（３年・柳久保）
◉高校女子 7.5km
　５位　竹内 美琴

【小学生】
◉５・６年男子 3km
　１位 鈴木 士

と あ

愛（中町）
　５位 山本 生

い ぶ き

吹（中町）
◉５・６年女子 3km 
　１位 山田 桃

も も こ

子（柳久保）
　３位 和田 亜

あ い

依（西町）
　４位 和田 亜

あ み

海（西町） 
　９位 森 美

み こ

心（中町）

◉３・４年男子 2km 
　２位 添田 咲

さ く た ろ う

太朗（西小路）
　５位 小林 舜

しゅんき

季（北鴨）
◉３・４年女子 2km 
　10 位 佐藤 咲

さ ら

空（大町）
◉２年男子 1.5km   
　６位 湯本 創

そう

（大町）
　８位 小野澤 道

みちふみ

文（稲荷） 
　９位 湯本 慶

ち か ら

良（庚）

◉２年女子 1.5km   
　２位 山﨑 結

ゆ ん せ

惺（北鴨） 
　３位 小林 明

あ か り

莉（北鴨） 
　８位 森 あん（中町） 
　９位 山浦 さくら（内山）
 ◉１年男子 1.5km   
　５位 高木 瑛

え い と

飛（山口）
 ◉１年女子 1.5km   
　２位 小田切 香

こう

（中町）

村内在住・出身の表彰者
※１～６位まで表彰、マラソン小学生の部のみ 10 位まで表彰

■ローラースキー （フリー）

　 （FIS･SAJ 公認）

■ローラースキー （クラシカル）

　　（FIS･SAJ 公認）

■ノルディックマラソン

全日本選抜 2020 木島平サマーノルディック大会

【　　 】 体
温
測
定
カ
メ
ラ
で

受
付
時
に
検
温

表
彰
式
で
も

マ
ス
ク
を
着
用

実施した

感染症対策
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今シーズンのリフト料金は、 なんと 半額 !

今年の     は木島平スキー場へ　　　冬

　2020 ～ 2021 シーズンの木島平スキー場は、
12 月 19 日㈯から営業開始予定です。
　村では、新型コロナの影響により全国で観光需
要が落ち込んでいることから、国の交付金を活用
し誘客対策として木島平スキー場のリフト料金を
約半額にする割引を実施します。

　村内にお住まいの方はシーズン券が
さらに割引になります。
　また、11 月 30 日㈪までにお買い求
めいただくとさらに安くなります。

◉スキーリフト料金（一部抜粋）

◉スキーリフト料金

◉村民シーズン券の購入方法

【商工観光係　内線１３４】

１日券
大人 2,000 円

シニア 1,600 円
子ども 700 円

半日券
（午前・午後）
（ハッピー券）

大人 1,500 円
シニア 1,000 円
子ども 500 円

早割
村民シーズン券

（11月30日まで）

大人 5,000 円
シニア 5,000 円

村民シーズン券 大人 6,000 円
シニア 6,000 円

ファミリー
１日券

大人 1,700 円
シニア 1,300 円
子ども 300 円

シーズン券

大人 20,000 円
シニア 18,000 円
高校生
中学生 16,500 円

子ども 7,500 円

※今シーズンは第３山頂リフト・第２リフトの運行を
　見合わせます。

　今月号の広報に折り込まれている申込書に必要事項を
記入のうえ、申込本人の住所を証明する書類のコピー（運
転免許証、本人名義の公共料金領収書等）、写真２枚を
用意し、次の申込先へ送付または直接お持ちください。
　詳しくは申込書をご覧いただくか、木島平スキー場（☎
0269-82-3434）までお問合せください。

村民はさらに 割引 !

ＧＯ！

※大人は中学生以上、シニアは 50 歳以上
　ファミリーは子ども１人以上いる場合に限る

○ 11 月 30 日㈪まで：パノラマランド木島平
○ 12 月１日㈫から：木島平スキーセンター２階
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除雪作業にご協力を
　今年も本格的な降雪シーズンを迎えようとしています。村では、村民の皆さまの日常生
活にできる限り支障が出ないよう除雪作業を行っています。
　冬道の安全で快適な通行ができるよう、村民の皆さまにも次のことを必ず守っていただ
くようお願いします。

１　自分の雪は自分で処理する

２　道路の安全確保及び効率的な除雪作業のために

３　作業中の除雪作業車には近づかない

４　除雪要請は区長を通じて

５　火の用心と避難口の確保

　降雪はすべての人に影響を与えますが、「自らの雪は自らの責任において処理する」という基本原則に
則り、自身の敷地に降った雪は、自身で除雪作業をお願いします。
　屋根からの落雪は、通行を妨げるだけでなく、そこを通る通行人の方に怪我を負わせるリスクもあり
ます。屋根雪が落雪した際は早急な除雪作業をお願いします。

　除雪作業は、道路が安全に通行できるために実施しています。降雪期前には敷地内から道路に木や枝
が張り出していないか点検をし、適宜剪

せんてい

定や伐採をお願いします。
　敷地内の雪は道路へ出さず、自身の敷地内で処理をするようにお願いします（消雪パイプ設置区間も
同様です）。やむを得ず雪下ろしの際に道路上へ雪を下ろすときは、緊急車両の通行を確保するなどの
配慮をいただき、雪下ろしが終わったら道路上の除雪作業もお願いします。
　また、除雪作業時に路上や敷地と道路境界に駐車したままの車両がありますと作業の支障となるだけ
でなく、車両を傷つけてしまうおそれがありますので、絶対にしないようにしてください。

　除雪作業は、朝の通勤・通学の時間帯に間に合うように作業をしますが、降雪の状況等により日中や
夕方、夜間等を問わずに行うこともあります。除雪作業時は、降雪による視界不良や積雪による死角等、
注意をしていても大変危険です。
　また、除雪後の路面は大変滑りやすくなっていますので除雪車両とは十分な間隔を取り、30 ｍ以内
には近づかないようにしてください。

　除雪に関する要望や意見は、個人ごとではなく区長を通じてお願いします。

　冬期間は道路状況が悪く、消防車など緊急車両の到着が遅れる場合があります。ご家庭での火の用心
と避難口の確保をお願いします。また、消防団の皆さまは、消火栓や貯水槽の掘り出しなど、消防水利
の確保をお願いします。

その他のお願い

◉流雪溝への投雪は、歩行者が転落するおそれがあります。作業の際は周囲を確認しながら行い、作業
　が終わったら都度必ずフタを閉めてください。
◉冬期間使用しない田畑等の出入り口に自身で設置されたグレーチング等は、除雪の際に破損してしま
　うことがありますので、降雪前に必ず外してください。
◉近年「もっと早く除雪をしてほしい」といったご要望が寄せられることがありますが、降雪の時間帯
　により除雪の開始時間等も変動します。また、限られた人員、除雪車両で除雪を行っておりますので、
　ご理解をお願いします。

 【農村整備係　内線１５２】
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水
道
の
凍
結
防
止
を

　

11
月
検
針
が
終
了
す
る
と
、
積
雪
の
た

め
４
月
末
ま
で
水
道
の
メ
ー
タ
ー
検
針
は

行
い
ま
せ
ん
（
ス
キ
ー
場
及
び
池
の
平
地

区
の
自
動
検
針
地
区
は
除
く
）。

◉
冬
期
間
は
水
道
管
の
破
裂
に
注
意

　

冬
期
間
は
水
道
管
の
破
裂
事
故
が
多
く

発
生
し
ま
す
。
検
針
を
し
な
い
た
め
、
雪

解
け
ま
で
破
裂
な
ど
に
よ
る
漏
水
に
気
付

か
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
春
に
な
っ
て

高
額
な
超
過
料
金
を
支
払
う
こ
と
に
な
ら

な
い
よ
う
に
、
器
具
な
ど
の
故
障
は
な
い

か
確
認
の
う
え
、
早
め
の
凍
結
防
止
対
策

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
冬
場
長
期
間
留
守
に
さ
れ
る
場

合
は
、
必
ず
水
抜
き
等
を
行
っ
て
く
だ
さ

い
。

◉
漏
水
の
場
合
に
は
、
料
金
減
免
も

　

漏
水
が
認
め
ら
れ
た
場
合
に
は
、
水
道

料
金
の
減
免
を
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す

が
、
全
額
減
免
と
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

各
ご
家
庭
で
気
を
付
け
て
い
た
だ
き
、

漏
水
に
気
付
い
た
場
合
は
、
早
急
に
村
の

水
道
指
定
工
事
店
に
修
理
を
依
頼
し
て
く

だ
さ
い
。

　

指
定
工
事
店
等
ご
不
明
な
場
合
は
、
お

問
合
せ
く
だ
さ
い
。

【
国
調
・
水
道
係　

内
線
１
５
４
】

  

チ
ェ
ー
ン
装
着
指
導
員
募
集

　

村
道
30
号
線
（
ス
キ
ー
場
線
）
で
、

降
雪
時
等
に
観
光
客
な
ど
へ
の
タ
イ
ヤ

チ
ェ
ー
ン
着
装
指
導
業
務
を
行
っ
て
い
た

だ
く
指
導
員
を
募
集
し
ま
す
。

◉
募
集
人
員　

２
人

◉
勤
務
日　

　

年
末
年
始
（
12
月
28
日
㈪
～
令
和
３
年

１
月
３
日
㈰
）
及
び
、
１
月
～
３
月
の
土

日
祝
日
の
う
ち
、
降
雪
等
で
チ
ェ
ー
ン
着

装
指
導
が
必
要
な
日

◉
勤
務
時
間　

午
前
７
～
10
時

◉
提
出
書
類

 

・
申
込
書　

 

・
運
転
免
許
証
の
写
し

※
申
込
書
は
農
村
整
備
係
に
あ
り
ま
す
。

◉
受
付
期
間　

　

11
月
16
日
㈪
～
12
月
４
日
㈮

【
農
村
整
備
係　

内
線
１
５
１
】

　冬に入り、暖房器具を使う機会が増えると、油漏れ事故が多く発生します。
　事故の原因の多くは、灯油を入れる時にその場を離れたり、バルブの閉め忘れといった、「うっかり
ミス」によるものです。

油漏れ事故にご注意ください

油漏れ事故を未然に防ぐために、 次の３つに注意しましょう

①タンクからの給油中は、絶対にその場から離れないでください。
　また、給油が終わったらバルブが閉めてあるか必ず確認しましょう。
②ホームタンクや配管部分に錆びやひび割れがないか、急に量が減って
　いないかを確認し、老朽化している場合は交換しましょう。
③屋根雪がホームタンクや配管に落下して、バルブが緩んだり、管が損
　傷して油が漏れることがあります。
　屋根雪が直接当たりそうなところには、囲いをするなどの対策をとり
　ましょう。
もし油漏れ事故を起こしてしまったら ・ ・ ・ すぐに連絡してください！

　漏れた油の回収等の費用は、原因者の負担となり、下流まで被害が拡
大した場合には、さらに多額の費用を負担することになってしまいます。
　油漏れ事故は、初期段階での対応が重要です。油漏れ事故を起こした
り、流出等を発見した場合は、直ちに下記までご連絡ください。
　　【生活環境係　内線１２２】
　　【岳北消防本部　☎ 0269-62-0119】

　灯油用ホー
ムタンクの大
きさが 200ℓ
以上の場合、
防油堤の設置

大きいタンクには、
　　　　防油堤の設置を

が義務付けられています。
　この機会に、ご自宅のタン
クに防油堤が設置されてい
るかを確認しましょう。



12

 　

持
続
化
給
付
金
の

　
 

不
正
受
給
は
犯
罪
で
す

◉
持
続
化
給
付
金
と
は

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
に

よ
り
、
営
業
自
粛
等
に
よ
り
特
に
大
き
な

影
響
を
受
け
る
事
業
者
に
対
し
て
、
事
業

の
継
続
を
支
え
、
再
起
の
糧
と
し
て
い
た

だ
く
た
め
、
事
業
全
般
に
広
く
使
え
る
よ

う
に
給
付
さ
れ
る
給
付
金
で
す
。

◉
不
正
受
給
は
犯
罪
で
す

　

現
在
、
中
小
企
業
庁
で
は
、
不
正
受
給

の
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

○
不
正
受
給
と
判
断
さ
れ
た
場
合
の
処
置

①
「
給
付
金
全
額
」
に
、
不
正
受
給
を
受

　

け
た
日
の
翌
日
か
ら
返
還
日
ま
で
「
年

　

３
％
で
算
定
し
た
「
延
滞
金
」
を
加
え
、

　

さ
ら
に
そ
の
合
計
の「
２
割
相
当
の
額
」

　

を
加
え
た
額
を
返
還
請
求

②
申
請
者
の
屋
号
・
氏
名
等
の
公
表

　
（
悪
質
な
場
合
、
刑
事
告
発
）

◉
誤
っ
て
受
給
さ
れ
た
方
へ

　

給
付
の
た
め
の
条
件
を
満
た
さ
ず
に
給

付
を
受
け
た
方
は
、
速
や
か
に
ご
返
還
く

だ
さ
い
。

◉
問
合
せ

○
８
月
31
日
以
前
に
申
請
さ
れ
た
方

　

☎
０
１
２
０
―

１
１
５
―

５
７
０

○
９
月
１
日
以
降
に
申
請
さ
れ
た
方

　

☎
０
１
２
０
―

２
７
９
―

２
９
２

【
商
工
観
光
係　

内
線
１
３
４
】

 

ひ
と
り
親
世
帯
臨
時
特
別
給
付
金
の

 

お
知
ら
せ

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

に
よ
り
子
育
て
負
担
の
増
加
や
収
入
の
減

少
が
生
じ
て
い
る
ひ
と
り
親
世
帯
を
支
援

す
る
た
め
、「
ひ
と
り
親
世
帯
臨
時
特
別

給
付
金
」
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

現
在
、
児
童
扶
養
手
当
を
申
請
し
て
い

な
い
、
手
当
が
全
部
停
止
中
、
公
的
年
金

を
受
給
さ
れ
て
い
る
、
と
い
っ
た
ひ
と
り

親
世
帯
の
方
も
対
象
に
な
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。

　

ま
た
、
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
中
で
、

既
に
基
本
給
付
を
受
け
取
ら
れ
て
い
る
方

も
追
加
給
付
の
申
請
が
可
能
で
す
の
で
、

詳
し
く
は
村
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
ご
覧

に
な
る
か
、
子
育
て
支
援
係
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
子
育
て
支
援
係　

内
線
１
６
２
】

商品券の利用期限 迫る
　村で全戸配布した村民応援商品
券とプレミアム商品券の利用期限は
12 月 27 日㈰までですので、忘れず
にご利用ください。

【商工観光係　内線１３４】

JANIS 光回線
インターネットが遅いと感じている方は、ご確認を
詳細はふう太ネット（☎ 0269-82-4111）までお問合せください。

情報通信施設（ふう太ネット）

①ルーターを再起動
　（電源コンセントを抜き差し）

②ルーターの性能（スペック）を確認

③ LAN ケーブルを確認

④インターネット契約を確認

⑤パソコンやスマートフォンの状態を確認

　たとえば、通信速度１Gbps（1000Mbps）の
インターネット契約でも、ルーターの対応が
100Mbps までだと、100Mbps 以上の速度は出
ません。
　また、Wi-Fi ルーターから、使いたいパソコン
やゲーム機までが遠いと、ネットの通信速度が遅
くなる可能性があります。まず、ルーターの近く
で速度が出ているか確認してみましょう。もし
ルーターの近くでは高速通信ができているなら、
電波が届いていないことが原因です。そんなとき
は使う場所を変えるか、ルーターを変えてみま
しょう。

　LAN ケーブルは折り曲げや衝撃に弱く、ケー
ブルの状態が悪くなっていると通信速度が遅く
なってしまいます。また、規格が古いものを使っ
ていると、高速通信に対応していない可能性があ
り速度が遅くなってしまいます。

　インターネット契約の速度が低いプランの場
合、同時に多数の端末を使用していると、速度が
遅くなることがあります。使用する端末の数や用
途に合わせて、契約を見直してみましょう。

　パソコンなどのメモリ不足や、OS が最新の状
態になっていないことで、通信速度が遅くなって
いる可能性があります。不要データの削除・最新
状態への更新をお願いします。

　接触不良を起こしていて、通信速度が遅くなっ
ている可能性があります。
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◉試験区分、採用予定人員及び受験資格

試験区分 採用予定人数 受験資格
生年月日 資格・住所要件

事務（初級） 若干名 昭和 63 年４月２日～平成 15 年
４月１日に生まれた者

高等学校卒業者（卒業見込みを含
む）で、採用後に木島平村に居住
する者

受験できない人
　①日本国籍を有しない者
　②地方公務員法第 16 条に規定する欠格条項に
　　該当する者
試験日及び場所
　①第１次試験（筆記試験）
　　試験日：令和３年１月９日㈯
　　会場：木島平村役場
　②第２次試験（詳細は第１次試験合格者に通知）
　　試験日：２月上旬に実施予定

受付期限
　令和２年 12 月 15 日㈫
　＊持参、郵送どちらも受付期限必着
受験案内・申込書
　総務係または村公式ウェブサイトからお求めく
ださい。

【総務係　内線１０８】

令和３年４月１日採用予定の村職員を募集します

ひび割れ 

鉄筋 

高さ 

控壁 

根入れ 

厚さ 

出典：
パンフレット「地震から我が家を守ろう」日本建築防災協会 2013.1より一部改

基礎丈 

【農村整備係　内線１５１】

　平成 30 年６月の大阪府北部地震では、倒壊したブロック塀の下敷きにより小学生を含む２人の方が亡く
なられる大変痛ましい事故が発生するなど、地震によるブロック塀倒壊被害が絶えません。
　古いブロック塀は、劣化や鉄筋の不足等により、地震時等に倒壊のおそれがあります。
　また、新しいブロック塀でも、現行基準に適合していない場合がありますので、ご自宅のブロック塀の点
検を行いましょう。

《ブロック塀の点検項目》
□１．高さ：2.2 ｍ以下
□２．ブロックの厚さ：15cm 以上
　　　（塀の高さが 2.0m 以下の場合は 10㎝以上）
□３．鉄筋：径 9㎜以上、縦横 80cm 以内、先端フック付
□４．控壁①：突出幅が高さの 1/5 以上、径 9㎜以上の鉄筋
　　　（控壁は、塀高さが 1.2m 超の場合に設置）
□５．控壁②：控壁の間隔：3.4m 以下
□６．基礎：塀高 1.2 ｍ以下の場合、根入は 20cm 以上
　　　　　　堀高 1.2 ｍ超えの場合、根入は 30cm 以上
　　　　　　　　　　　　　　　　  基礎丈 35cm 以上
□７．塀に、傾き・ひび割れが「ない」こと

　以上の点検項目の全てが適合していることを確認してください。
　※鉄筋・根入の項目は、施工業者に確認をお願いします。
　　１つでも不適合がある場合には、施工業者等の専門家に相談し修繕を行うか、撤去をお願いします。
◉相談窓口：北信建設事務所建築課　☎ 0269-23-0220 までお問い合わせください。

自宅のブロック塀の安全点検をお願いします
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◉
注
意
す
べ
き
雪
道
の
危
険
ポ
イ
ン
ト

　

こ
れ
か
ら
雪
の
季
節
を
迎
え
ま
す

が
、
積
雪
や
路
面
凍
結
な
ど
、
交
通
事

故
が
増
え
る
時
期
で
も
あ
り
ま
す
。

①
橋
の
上

②
ト
ン
ネ
ル
の
出
入
口

③
交
差
点

　

こ
の
三
つ
は
特
に
す
べ
り
や
す
く
危

険
な
場
所
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
雪
道
で

は
急
ブ
レ
ー
キ
、
急
ハ
ン
ド
ル
は
厳
禁

で
す
。

　

前
も
っ
て
減
速
し
、
慎
重
に
走
行
し

ま
し
ょ
う
。

◉
歩
道
へ
の
駐
車
は
や
め
ま
し
ょ
う

　

児
童
、
生
徒
の
通
学
を
は
じ
め
、
歩

行
者
が
安
心
し
て
歩
道
を
利
用
で
き
る

よ
う
に
自
動
車
に
限
ら
ず
、
自
転
車
や

オ
ー
ト
バ
イ
も
歩
道
へ
の
駐
車
は
止
め

ま
し
ょ
う
。

◉
し
な
い
・
さ
せ
な
い 

飲
酒
運
転

　

飲
酒
運
転
は
、
運
転
者
本
人
、
車
や

お
酒
の
提
供
者
、
同
乗
者
が
厳
し
く
罰

せ
ら
れ
る
だ
け
で
な
く
、
被
害
者
や
そ

の
家
族
の
人
生
を
大
き
く
狂
わ
せ
る
結

果
に
繋
が
り
ま
す
。一
人
ひ
と
り
が「
飲

酒
運
転
は
絶
対
に
し
な
い
、
さ
せ
な

い
」
を
徹
底
し
、
飲
酒
運
転
を
根
絶
し

ま
し
ょ
う
。

　

お
酒
を
少
し
で
も
飲
ん
だ
ら
、「
酔
っ

て
な
い
か
ら
大
丈
夫
」「
休
憩
し
た
か

ら
大
丈
夫
」
と
は
言
え
ま
せ
ん
。
タ
ク

シ
ー
や
公
共
交
通
を
利
用
す
る
な
ど
飲

酒
運
転
は
絶
対
に
止
め
ま
し
ょ
う
。

【
総
務
係　

内
線
１
０
８
】

　
12
月
15
日
㈫
か
ら
31
日
㈭
ま
で
、年
末
の
交
通
安
全
運
動
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
交
通
安
全
協
会
木
島
平
支
部
で
は
、
期
間
中
、
広
報
車
で
村
民
の
皆
さ
ま

に
交
通
安
全
を
呼
び
か
け
ま
す
。

年
末
の
交
通
安
全
運
動  

始
ま
り
ま
す

 　

納
め
忘
れ
た
村
税
等
は

　
　
　
　
　

あ
り
ま
せ
ん
か

　

村
税
等
に
滞
納
（
定
め
ら
れ
た
納
期
限

ま
で
に
税
金
を
納
め
な
い
こ
と
）
の
あ
る

方
に
は
、
11
月
下
旬
に
催
告
書
を
送
付
し

ま
す
。
お
手
元
に
届
い
た
方
は
、
必
ず
ご

確
認
い
た
だ
き
、
期
限
ま
で
に
納
付
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
期
限
内
に
一
括
納
付
が
困
難
な

方
は
、必
ず
担
当
係
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
以
前
に
催
告
書
を
お
送
り
し
て
も
、
ま

　

だ
滞
納
と
な
っ
て
い
る
方
に
は
、
催
告

　

書
な
ど
の
予
告
な
し
に
勤
務
先
へ
の
給

　

与
照
会
や
預
貯
金
等
の
差
押
を
行
う
こ

　

と
が
あ
り
ま
す
。

◉
税
務
署
か
ら
お
知
ら
せ

①
例
年
11
～
12
月
に
開
催
し
て
い
る
「
年
末

　

調
整
説
明
会
」
及
び
「
決
算
説
明
会
」
は
、

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
等
の
影
響
か

　

ら
、今
年
は
中
止
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

②
税
務
署
で
は
、
一
般
相
談
を
含
め
た
す
べ

　

て
の
面
接
相
談
を
事
前
予
約
と
し
て
い
ま

　

す
。
申
告
・
相
談
等
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

　

事
前
に
電
話
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
問
合
せ　

信
濃
中
野
税
務
署　

　

             

☎
０
２
６
９
―

２
２
―
３
１
５
１

　
（
自
動
音
声
案
内
に
従
い
、
２
番
を
お
選

　

  

び
く
だ
さ
い
。）

【
税
務
係　

内
線
１
１
１
】

 　

新
増
築
・
取
壊
し
家
屋
の

　

 

届
出
に
つ
い
て

　

家
屋
の
固
定
資
産
税
は
、
毎
年
１
月
１

日
現
在
の
所
有
者
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

　

新
築
や
増
築
、
取
壊
し
を
さ
れ
た
と
き

は
、税
務
係
ま
で
届
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

◉
新
築
・
増
築
を
さ
れ
た
場
合

　

年
内
（
12
月
31
日
ま
で
）
に
新
増
築
さ

れ
た
家
屋
の
所
有
者
に
は
、
来
年
度
か
ら

固
定
資
産
税
が
課
税
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
一
定
の
要
件
を
満
た
す
新
築
住

宅
に
つ
い
て
は
、
３
年
間
ま
た
は
５
年　

間
、固
定
資
産
税
額
の
軽
減
措
置
が
あ
り
、

県
税
の
不
動
産
取
得
税
に
つ
い
て
も
同
じ

く
軽
減
措
置
が
あ
り
ま
す
。

◉
取
壊
し
を
さ
れ
た
場
合

　

年
内
に
建
物
を
取
り
壊
し
た
と
き
は
、

来
年
度
か
ら
課
税
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
届
出
を
さ
れ
て
い
な
い
と
、

既
に
無
い
家
屋
が
課
税
の
対
象
と
し
て

残
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
家
屋

の
取
壊
し
を
さ
れ
た
と
き
は
、
12
月
31
日

ま
で
に
税
務
係
へ
届
出
を
お
願
い
し
ま

す
。

◉
問
合
せ

○
新
増
築
・
取
壊
し

　

税
務
係　

内
線
１
１
０

○
不
動
産
取
得
税
は

　

長
野
県
総
合
県
税
事
務
所
北
信
事
務
所

　

税
務
課
☎
０
２
６
９
―

２
２
―

３
１
１
１

▲歩行者も運転手も
　協力しながら交通
　安全に努めましょう
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2020.11

　

お
と
う
飯は
ん

を
始
め
ま
し
ょ
う

　

内
閣
府
で
は
、
男
性
の
家
事
・
育
児
関

連
時
間
を
拡
大
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、『「
お
と
う
飯
」
始
め
よ
う
』
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

日
䑓
村
長
も
こ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
一

環
と
し
て
、
ふ
う
太
ネ
ッ
ト
で
放
送
し
て

い
る
料
理
企
画
「
お
う
ち
で
ク
ッ
キ
ン

グ
ッ
ド
」
に
出
演
し
ま
し
た
。

　

村
長
は
、
家
で
も
料
理
を
し
て
い
る
と

い
う
こ
と
で
ギ
ョ
ウ
ザ
、
サ
ラ
ダ
、
ス
ー

プ
を
手
早
く
作
り
、
男
性
の
家
事
参
加
を

呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

お
と
う
飯
と
は

　

内
閣
府
男
女
共
同
参
画
局
に
よ
る
本

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
開
始
に
伴
い
作
ら
れ

た
新
語
で
、父
親
が
作
る
料
理
の
こ
と
。

　

男
性
の
料
理
へ
の
ハ
ー
ド
ル
を
下

げ
、
家
事
に
参
加
す
る
時
間
を
増
や
す

た
め
の
取
り
組
み
。

　
【
生
涯
学
習
係

☎
０
２
６
９
―

８
２
―

２
０
４
１
】

　

焼
き
色
見
事
な
ギ
ョ
ウ
ザ
の
完
成

◉
対
象
者（
次
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
す
人
）

①
村
内
に
住
所
が
あ
り
、
25
歳
以
上
で
あ

　

る
こ
と

②
未
婚
で
あ
る
こ
と
（
事
実
婚
の
状
況
に

　

あ
る
場
合
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
）

③
村
税
等
の
滞
納
が
な
い
こ
と

◉
補
助
金
額

○
イ
ベ
ン
ト
参
加
費
の

○
上
限
３
千
円
、
年
度
内
２
回
ま
で

◉
対
象
イ
ベ
ン
ト

○
県
内
で
開
催
さ
れ
る
婚
活
イ
ベ
ン
ト

※
村
主
催
の
イ
ベ
ン
ト
及
び
村
を
構
成
団

　

体
に
含
む
市
町
村
が
合
同
で
主
催
す
る

　

イ
ベ
ン
ト
は
補
助
の
対
象
外
で
す
。

◉
申
請
方
法

　

村
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
役
場
に
あ
る

申
請
書
に
、
イ
ベ
ン
ト
内
容
の
分
か
る
チ

ラ
シ
等
と
参
加
費
の
領
収
書
を
添
え
て
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

◉
な
が
の
マ
ッ
チ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
も

　

ご
利
用
く
だ
さ
い

　

な
が
の
結
婚
マ
ッ
チ
ン
グ
シ
ス
テ
ム

は
、
登
録
者
数
は
千
人
以
上
、
成
婚
数
は

２
６
５
組
、
安
心
と
実
績
の
あ
る
シ
ス
テ

ム
で
す
。
現
在
３
か
月
間
の
無
料
体
験

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

○
受
付
期
間

　

令
和
３
年
１
月
20
日
㈬
ま
で

○
概
要

　

通
常
２
年
間
で
５
千
円
の
登
録
料
が
必

要
な
と
こ
ろ
、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間
中
の

登
録
で
、３
か
月
間
、登
録
料
な
し
で
マ
ッ

チ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
を
ご
利
用
い
た
だ
け
ま

す
。

◉
問
合
せ

○
婚
活
イ
ベ
ン
ト
参
加
支
援
補
助
金

　

健
康
福
祉
係　

内
線
１
２
５

○
な
が
の
結
婚
マ
ッ
チ
ン
グ
シ
ス
テ
ム

　

村
社
会
福
祉
協
議
会

　

☎
０
２
６
９
―

８
２
―

４
８
８
８

　
村
で
は
、
結
婚
の
き
っ
か
け
づ
く
り
を
支
援
し
、
婚
活
に
対
す
る
経
済
的

な
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、
婚
活
イ
ベ
ン
ト
の
参
加
費
に
対
し
て
、
補
助
金

を
交
付
し
ま
す
。

½

婚
活
イ
ベ
ン
ト
の
参
加
費
に
補
助
金
交
付

  

介
護
慰
労
金
の
ご
案
内

　

村
で
は
、
次
の
要
件
に
該
当
す
る
在
宅

介
護
者
の
皆
さ
ま
を
対
象
に
、
介
護
慰
労

金
を
支
給
し
て
い
ま
す
。

　

該
当
さ
れ
る
方
は
、
健
康
福
祉
係
ま
た

は
地
区
民
生
委
員
ま
で
お
申
し
出
く
だ
さ

い
。

※
対
象
と
思
わ
れ
る
方
に
は
、
既
に
地
区

　

民
生
委
員
を
通
じ
て
申
請
書
を
配
布
し

　

て
い
ま
す
。

◉
支
給
対
象
者

　

村
に
住
民
登
録
が
あ
り
、
要
介
護
度
３

以
上
の
高
齢
者
、
ま
た
は
重
度
心
身
障
害

者
（
児
）
を
６
か
月
以
上
在
宅
で
介
護
し

た
方

◉
対
象
期
間

　

令
和
元
年
11
月
１
日
～

　

令
和
２
年
10
月
30
日

※
た
だ
し
、
入
院
期
間
・
施
設
入
所
期
間

　

な
ど
は
「
在
宅
介
護
期
間
」
か
ら
除
き

　

ま
す
。

◉
支
給
金
額　

５
万
円

◉
提
出
期
限　

11
月
24
日
㈫

【
健
康
福
祉
係　

内
線
１
２
４
】
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架
空
請
求
の
ハ
ガ
キ
に
ご
注
意

　

村
で
も
、「
消
費
料
金
訴
訟
最
終
告
知

の
お
知
ら
せ
」
と
題
し
た
、
架
空
請
求
ハ

ガ
キ
が
届
い
た
と
い
う
相
談
が
増
え
て
い

ま
す
。

◉
ひ
と
こ
と
ア
ド
バ
イ
ス

・
身
に
覚
え
の
な
い
請
求
に
応
じ
る
必
要

　

は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
な
ハ
ガ
キ

　

が
届
い
て
も
決
し
て
連
絡
し
て
は
い
け

　

ま
せ
ん
。

・
こ
れ
は
、
公
的
機
関
を
装
っ
て
不
安
を

　

あ
お
り
、
ハ
ガ
キ
の
連
絡
先
に
電
話
を

　

か
け
さ
せ
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。
連

　

絡
す
る
と
相
手
に
自
分
の
電
話
番
号
が

　

知
ら
れ
て
し
ま
い
、
お
ど
さ
れ
た
り
、

　

繰
り
返
し
お
金
を
要
求
さ
れ
た
り
す
る

　

場
合
も
あ
り
ま
す
。

・
少
し
で
も
不
安
に
思
っ
た
と
き
は
、
身

　

近
な
人
、長
野
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー（
☎

　

０
２
６
―

２
２
３
―

６
７
７
７
）
や
生
活

　

環
境
係
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
生
活
環
境
係　

内
線
１
２
１
】

 　

風
し
ん
の
抗
体
検
査
・

　

 

予
防
接
種
は
お
済
み
で
す
か

　

次
の
対
象
者
は
、
風
し
ん
の
抗
体
検
査

と
予
防
接
種
を
無
料
で
実
施
で
き
ま
す
。

◉
対
象
者　

昭
和
37
年
４
月
２
日
～
昭
和

　

54
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
男
性

◉
抗
体
検
査
の
結
果
次
第
で
予
防
接
種
を

　

実
施
医
療
機
関
ま
た
は
事
業
所
健
診
な

ど
で
抗
体
検
査
を
受
け
、
十
分
な
抗
体
が

な
い
と
判
明
し
た
場
合
に
、
予
防
接
種
の

対
象
と
な
り
ま
す
。

◉
抗
体
検
査
・
予
防
接
種
に
必
要
な
も
の

　

抗
体
検
査
や
予
防
接
種
を
受
け
る
た
め

に
は
、
４
月
に
お
送
り
し
た
ク
ー
ポ
ン
券

が
必
要
で
す
。

【
健
康
福
祉
係　

内
線
１
２
４
】

風
し
ん
は
危
険
な
病
気

　

風
し
ん
に
感
染
す
る
と
、
ま
れ
に

重
篤
な
合
併
症
を
併
発
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
自
身
は
無
症
状

で
も
他
の
人
に
風
し
ん
を
う
つ
し
て

し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

妊
娠
中
の
女
性
が
風
し
ん
に
感
染

す
る
と
出
生
児
が
先
天
性
風
し
ん
症

候
群
に
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

感
染
を
拡
大
さ
せ
な
い
た
め
に
も

抗
体
検
査
・
予
防
接
種
に
ご
協
力
く

だ
さ
い
。

地域おこし

　協力隊  通信

　

鍋
が
美
味
し
い
季
節
に

な
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

厚こ

う

い井
知と

も

き生
で
す
。

　

先
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま

し
た
「
き
じ
ま
っ
猪-

１
グ

ラ
ン
プ
リ
」
で
す
が
、
な
ん

と
応
募
総
数
１
４
２
。
私
の
予
想
に
反

し
、
と
て
も
た
く
さ
ん
の
、
そ
し
て
個

性
的
な
イ
ラ
ス
ト
を
送
っ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

審
査
は
、
私
の
独
断
と
偏
見
で
「
50

の
作
品
に
絞
る
第
一
次
審
査
」
と
、「
役

場
職
員
に
よ
る
投
票
の
第
二
次
審
査
」

に
よ
っ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

第
一
次
審
査
は
、
①
自
分
の
名
前
を

記
名
し
て
い
る
か
②
た
だ
の
塗
り
絵
に

終
始
し
て
い
な
い
か
③
独
創
的
な
作
品

で
あ
る
か
④
個
人
的
な
好
み
、
の
４
つ

の
観
点
か
ら
審
査
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

「
鬼
滅
の
刃
」
等
の
人
気
作
品
の
コ

ス
プ
レ
を
し
た
き
じ
ま
っ
猪
を
書
い
て

く
れ
た
方
は
、
申
し
訳
な
い
で
す
が
③

の
観
点
か
ら
、
第
一
次
審
査
を
突
破
さ

せ
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
た

だ
、
受
賞
対
象
に
な
ら
な
い
だ
け
で
、

私
個
人
と
し
て
は
、
こ
う
い
っ
た
コ
ス

プ
レ
を
し
た
き
じ
ま
っ
猪
を
見
る
の
は

と
て
も
楽
し
い
で
す
し
、
ハ
ロ
ウ
ィ
ン

の
仮
装
と
は
本
来
そ
う
い
う
も
の
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。
で
す
の
で
、
今
後
、

も
し
第
２
回
が
行
わ
れ
る
よ
う
な
こ
と

が
あ
れ
ば
、
受
賞
で
き
る
か
は
別
と
し

て
、
そ
う
し
た
人
気
作
品
の
コ
ス
プ
レ

に
身
を
包
ん
だ
き
じ
ま
っ
猪
イ
ラ
ス
ト

も
、
ど
ん
ど
ん
投
稿
し
て
い
た
だ
け
た

ら
嬉
し
い
で
す
。

　

ま
た
、
今
回
は
小
学
６
年
生
以
下
を

対
象
と
し
た
イ
ベ
ン
ト
で
し
た
が
、
な

ん
と
保
育
園
の
先
生
が
と
て
も
ク
オ
リ

テ
ィ
の
高
い
作
品
を
送
っ
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。
受
賞
さ
せ
ら
れ
な
い
の
が

も
っ
た
い
な
い
く
ら
い
の
作
品
だ
っ
た

の
で
、
今
後
、
も
し
ご
要
望
が
多
い
よ

う
で
あ
れ
ば
、
第
２
回
き
じ
ま
っ
猪-

１
グ
ラ
ン
プ
リ
開
催
と
同
時
期
に
、
中

学
生
以
上
を
対
象
と
し
た
き
じ
ま
っ
猪

-

１
グ
ラ
ン
プ
リ　

シ
ニ
ア
部
門　

も

開
催
で
き
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
今
回
ご
応
募
い
た
だ
い
た

皆
さ
ん
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
！

消費料金訴訟

  最
終告知の

   お
知らせ

＜

＜今回のグランプリ作品



2020.11

17

　

11
月
は
年
金
月
間
で
す

　

年
金
保
険
料
の
納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ

ん
か
。
こ
の
機
会
に
年
金
の
加
入
状
況
と

納
付
状
況
の
確
認
を
し
ま
せ
ん
か
。

◉
記
録
の
確
認
は
「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」

　
「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
は
、
年
金
に
つ

い
て
の
情
報
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
っ

て
確
認
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

　

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◉
「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
で
で
き
る
こ
と

○
ご
自
宅
の
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

　

ン
で
、
い
つ
で
も
最
新
の
年
金
記
録
が

　

確
認
で
き
ま
す
。

○
将
来
の
年
金
見
込
額
を
試
算
す
る
こ
と

　

が
で
き
ま
す
。

　
「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
に
つ
い
て
は
、

日
本
年
金
機
構
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
ご
確

認
い
た
だ
く
か
、
生
活
環
境
係
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
生
活
環
境
係　

内
線
１
２
１
】

　
　

先
日
、

地
域
お
こ

し
協
力
隊
の
厚
井
君

と
一
緒
に
、
木
島
平

中
学
校
１
年
の
皆
さ

ん
と
、

村
の
魅
力
や

仕
事
の
や
り
が
い
な

ど
に
つ
い
て
お
話
し

し
ま
し
た
。

今
ま
で
交
流
す
る
機
会
が
あ

ま
り
な
か
っ
た
の
で
、

こ
れ
か
ら
、

若
い

世
代
の
皆
さ
ん
と
も
一
緒
に
活
動
し
て
い

き
た
い
で
す
。

　

さ
て
、
海
外
で
は
、

気
候
変
動
に
関
す

る
報
道
が
毎
日
ト
ッ
プ
ニ
ュ
ー
ス
に
な
っ

て
い
ま
す
。

先
日
、

環
境
活
動
家
の
谷
口

貴
久
さ
ん
の
講
演
に
参
加
し
、
私
も
他
人

事
で
は
い
ら
れ
な
い
と
危
機
感
を
持
ち
ま

し
た
。（
詳
し
く
は
、
ま
た
の
機
会
に
。
）
特

に
印
象
的
だ
っ
た
の
は
、「
大
人
た
ち
は
、

無
関
心
を
や
め
て
く
だ
さ
い
」
と
、
世

界
各
地
で
行
動
す
る
10
代
の
子
ど
も
た

ち
の
こ
と
。
現
状
を
変
え
る
た
め
に
自
分

た
ち
の
判
断
で
学
校
を
休
ん
で
ま
で
、
行

動
を
起
こ
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

一
見
突
飛
な
「
子
ど
も
た
ち
」
の
行

動
や
ア
イ
デ
ィ
ア
で
新
し
い
道
が
開
け

た
例
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
子
ど
も

た
ち
の
行
動
を
、
大
人
が
見
守
り
支
え

る
よ
う
な
仕
組
み
が
で
き
た
ら
、
地
域

も
も
っ
と
面
白
く
な
っ
て
い
く
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

最
近
の
様
々
な
取
り
組
み
か
ら
、
木

島
平
で
は
そ
れ
が
実
現
で
き
る
の
で
は

な
い
か
と
、
そ
う
感
じ
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。
そ
ん
な
子
ど
も
た
ち
の
企
画
を

ご
紹
介
し
ま
す
。　

『
小
学
６
年
生　

子
ど
も
食
堂
』

◉
日
時　

11
月
21
日

　
　
　
　

午
前
11
時
～
午
後
１
時

◉
場
所　

道
の
駅
フ
ァ
ー
ム
ス
木
島
平

◉
内
容　

自
分
た
ち
が
収
穫
し
た
お
米

　

の
お
む
す
び
、

村
で
と
れ
た
野
菜
の

　

お
味
噌
汁
と
り
ん
ご
・

柿
の
ふ
る
ま

　

い
。（
な
く
な
り
次
第
終
了
で
す
）

◉
主
催　

木
島
平
小
学
校
６
年
１
組

集
落支 援 員だより

問合せ　内線１４２
西澤　仁

ひ と み

美

  
交
通
事
故
や
傷
害
を
受
け
た
ら

  
届
出
を
お
願
い
し
ま
す

◉
交
通
事
故
な
ど
に
あ
っ
た
ら
届
出
を

　

交
通
事
故
な
ど
、
第
三
者
（
加
害
者
）

か
ら
傷
害
を
受
け
た
場
合
の
医
療
費
は
、

第
三
者
が
負
担
す
る
こ
と
が
原
則
の
た

め
、
自
分
の
保
険
証
を
使
っ
て
受
診
で
き

ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
届
出
を
す
る
こ
と
に
よ
り
国

民
健
康
保
険
や
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
の

保
険
証
を
使
っ
て
、
医
療
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

こ
の
場
合
、
一
時
的
に
、
国
民
健
康
保

険
は
村
が
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
は
長

野
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
が
医
療

費
を
立
て
替
え
て
、
後
に
第
三
者
が
加
入

す
る
自
動
車
保
険
な
ど
に
対
し
て
請
求
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

◉
治
療
費
の
受
取
り
や
示
談
に
ご
注
意

　

た
だ
し
、
第
三
者
か
ら
直
接
治
療
費
を

受
け
取
っ
た
り
、
示
談
を
済
ま
せ
た
り
し

て
し
ま
う
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
保
険
者
か
ら

医
療
費
の
給
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な

く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。

　

交
通
事
故
な
ど
に
あ
っ
て
し
ま
っ
た
と

き
は
、
必
ず
生
活
環
境
係
に
届
出
を
お
願

い
し
ま
す
。

　
　
　
　
【
生
活
環
境
係　

内
線
１
２
２
】

木島平小学校６年生による企画
　『子ども食堂』

　総合学習の取組みで、
子どもたち自身で企画から進めています。

（　）土
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木島平小学校
６年生③

No.211

全５号（９月号～令和２年１月号）にわたって、木島平小学校６年生の将来の夢を掲載します。
※写真は７月下旬に撮影したものを使用しています。

ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
の
選
手

　

テ
レ
ビ
で
、
年
下
の
子
が
大
勢

の
前
で
格
好
良
い
技
を
や
っ
て
い

る
の
を
見
た
。
自
分
も
す
ご
い
技

が
で
き
る
選
手

に
な
り
た
い
。

佐
藤　

陽は
る
み
ち理

（
上
千
石
）

食
品
を
販
売
す
る
仕
事

　

こ
こ
数
年
、
地
震
や
災
害
で

困
っ
て
い
る
人
を
テ
レ
ビ
で
よ
く

見
る
。
そ
ん
な
人
た
ち
に
水
や
食

料
を
少
し
で
も
多
く
届
け
ら
れ
る

仕
事
に
つ
き

た
い
。

白
川　

結ゆ
い

（
北　

鴨
）

保
育
士

　

小
さ
い
子
や
赤
ち
ゃ
ん
が
大
好

き
。
小
さ
い
こ
の
面
倒
を
し
っ
か

り
見
て
、
笑
顔
に
な
れ
る
保
育
士

に
な
り
た
い
。

竹
内　

美み
さ
と里

（
内　

山
）

マ
ラ
ソ
ン
選
手

　

小
学
校
１
年
か
ら
マ
ラ
ソ
ン
を

や
っ
て
い
る
。
大
会
で
１
位
に
な

れ
る
と
嬉
し
い
の
で
、
早
く
フ
ル

マ
ラ
ソ
ン
の

大
会
に
出
て

み
た
い
。

鈴
木　

士と

あ愛

（
中　

町
）

　

プ
ロ
野
球
選
手
は
小
さ
い
こ
ろ

か
ら
の
夢
。好
き
な
阪
神
タ
イ
ガ
ー

ス
の
選
手
の
よ
う
に
、
格
好
良
い

プ
ロ
野
球
の
選

手
に
な
り
た

い
。

瀧
澤　

碧あ
お
と人

（
南　

鴨
）

文
房
具
の
新
商
品
の
開
発
者

　

普
段
使
う
文
房
具
が
「
こ
う

な
っ
て
い
る
と
便
利
だ
」
と
思
う

こ
と
が
あ
る
の
で
、
そ
れ
を
自
分

で
開
発
し
て

み
た
い
。

白
川　

心こ
は
る遥

（
西
小
路
）

プ
ロ
野
球
選
手

 

11
月
は
子
ど
も
・
若
者

　
　

   　

育
成
支
援
強
調
月
間

　

子
ど
も
・
若
者
の
育
成
支
援
の
た
め
に
、

家
族
や
大
人
、
地
域
と
し
て
、
で
き
る
こ

と
を
考
え
、
次
の
こ
と
に
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

①
毎
日
子
ど
も
た
ち
へ
、「
お
は
よ
う
」、

　
「
こ
ん
に
ち
は
」
な
ど
の
声
か
け
を
し

　

ま
し
ょ
う
。

②
子
ど
も
た
ち
を
事
件
か
ら
守
る
た
め
、
朝

　

の
ご
み
出
し
や
外
周
り
の
掃
除
、
農
作

　

業
、
散
歩
な
ど
屋
外
に
出
る
時
間
を
、

　

で
き
る
だ
け
子
ど
も
た
ち
の
登
下
校
時

　

に
合
わ
せ
ま
し
ょ
う
。

③
防
犯
の
た
め
、
日
没
後
は
で
き
る
限
り

　

門
灯
な
ど
で
周
囲
を
明
る
く
照
ら
し
ま

　

し
ょ
う
。

④
家
庭
や
学
校
、地
域
が
一
体
と
な
っ
て
、

　

い
じ
め
や
虐
待
の
未
然
防
止
、
早
期
発

　

見
・
早
期
対
応
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

⑤
子
ど
も
が
使
用
す
る
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、

　

パ
ソ
コ
ン
か
ら
有
害
情
報
に
ア
ク
セ
ス

　

で
き
な
い
よ
う
、
保
護
者
の
皆
さ
ま
は

　
「
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
」
な
ど

　

の
設
定
を
し
ま
し
ょ
う
。

【
生
涯
学
習
係

　
　

☎
０
２
６
９
―

８
２
―

２
０
４
１
】
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平
熱
を
上
げ
て
、
免
疫
力
を
高
め
よ
う

　

寒
く
な
っ
て
き
ま
し
た
が
、
皆

さ
ん
体
調
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。
新
し
い
生
活
様
式
に
は
、
毎

日
の
検
温
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

体
温
が
上
が
る
と
血
液
の
流
れ

が
良
く
な
り
、
免
疫
力
が
高
ま
る

そ
う
で
す
。
ま
ず
は
自
身
の
体
温

を
把
握
す
る
と
こ
ろ
か
ら
始
め

て
、
低
体
温
を
克
服
し
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

  

体
温
維
持
に
は
筋
肉
が
大
切

　

年
を
取
る
に
つ
れ
て
平
熱
が
低

く
な
っ
て
き
た
と
よ
く
聞
き
ま
す

が
、
こ
の
原
因
の
９
割
は
筋
肉
量

の
低
下
だ
そ
う
で
す
。
な
ん
と
、

加
齢
に
よ
る
筋
肉
量
の
減
少
率
は

年
間
約
１
％
。
さ
ら
に
も
し
、
１

日
中
動
か
な
い
で
い
る
と
１
日
で

０
・
５
％
も
の
筋
肉
が
失
わ
れ
て

し
ま
う
そ
う
で
す
。

　

筋
力
の
維
持
に
は
、
毎
日
の
生

活
で
適
度
な
負
荷
を
か
け
続
け
る

こ
と
が
必
要
で
す
。
人
間
の
筋
肉

の
７
割
は
下
半
身
に
あ
る
の
で
、

「
歩
く
」
こ
と
が
効
率
よ
く
筋
肉

を
鍛
え
る
こ
と
に
繋
が
り
ま
す
。

　

目
安
と
し
て
は
、
１
日
30
分
歩

き
ま
し
ょ
う
。
続
け
て
30
分
歩
く

こ
と
が
で
き
な
い
場
合
は
、
１
日

の
中
で
通
算
し
て
30
分
歩
く
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

　

歩
く
時
間
は
、
体
温
の
一
番
低

い
朝
が
お
ス
ス
メ
で
す
。
毎
朝
、

一
気
に
体
温
を
高
め
る
こ
と
で
１

日
の
体
調
が
よ
く
な
り
、
30
分
の

有
酸
素
運
動
で
毎
日
８
ｇ
の
内
臓

脂
肪
を
減
ら
す
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

他
に
も
、
体
を
冷
や
さ
な
い
よ

う
に
お
風
呂
に
つ
か
っ
た
り
、
朝

と
夜
寝
る
前
に
白
湯
を1

杯
飲
ん

だ
り
、カ
イ
ロ
や
腹
巻
な
ど
を
使
っ

た
り
す
る
と
よ
い
そ
う
で
す
。

　

で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
て
、
み

ん
な
で
免
疫
力
を
高
め
ま
し
ょ
う
。

【
保
健
補
導
員
事
務
局

　
　
　
　
　
　

内
線
１
２
７
】

こ
ん
に
ち
は 

保
健
補
導
員
会
で
す

　各種健（検）診や村の健康・運動に関する事業に参加することでポイ
ントがもらえます。100 ポイントを集めると 500 円分のふう太の商品券
と交換できます。
　自主的な運動もポイントなるので、この機会にぜひみんなで楽しく
ウォーキングなど運動を始めてみませんか。
　インフルエンザ予防接種もポイントがもらえますので、接種したこと
が分かる物をお持ちください。詳しくは、健康福祉係（内線１２７）ま
でお問い合わせください。

木島平健康ポイント事業にご参加を

　

く
ら
し
と
健
康
の
相
談
会

　

失
業
・
倒
産
・
多
重
債
務
・
家
庭
問
題

等
に
つ
い
て
弁
護
士
が
無
料
で
相
談
に
応

じ
ま
す
。
あ
わ
せ
て
保
健
師
に
よ
る
無
料

の
健
康
相
談
を
行
い
ま
す
。

※
新
型
コ
ロ
ナ
の
状
況
に
よ
り
中
止
の
場

　

合
が
あ
り
ま
す
。

◉
期
日　

12
月
３
・
10
・
17
・
24
日
（
い

　

ず
れ
も
木
曜
日
）

◉
時
間
（
予
約
制
）

○
１
回
目　

午
後
２
～
３
時
、

○
２
回
目　

午
後
３
～
４
時

◉
場
所　

北
信
保
健
福
祉
事
務
所

　
（
飯
山
市
大
字
静
間
１
３
４
０
―

１

 　

県
飯
山
庁
舎
）

◉
予
約
方
法

　

希
望
相
談
日
の
前
週
金
曜
日
の
正
午
ま

　

で
に
電
話
し
て
く
だ
さ
い
。

◉
予
約
先

　

北
信
保
健
福
祉
事
務
所
健
康
づ
く
り

　

支
援
課
☎
０
２
６
９
―

６
２
―

６
１
０
４

　
【
健
康
福
祉
係　

内
線
１
２
４
】
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健　康

だより

帯
状
疱
疹
に
気
を
付
け
て

健康福祉係
内線１２７

保健師
関　優

ゆ い

衣

帯状疱疹って何？

どんな人がかかりやすいの？

治療方法は？

予防は “日ごろの体調管理 ”から

　朝晩と急激に寒くなり、体調を崩しやすく免疫力が低下
しやすい時期になってきました。
　今回は免疫力の低下が原因で発症する ” 帯状疱疹 ” についてお話しします。

帯
たいじょうほうしん

状疱疹に気を付けて

　帯状疱疹とは、免疫力の低下により、皮膚に神
経痛のような痛みが起こった後、水ぶくれを伴う
赤い発

ほっしん

疹が帯状に表れる病気です。段々と痛みが
強くなり、眠れないほど痛むことがあります。

　加齢とともに発症しやすくなり、50 代から帯状疱疹の発症率が高くなりま
す。（発症した方全体のうち、約７割が 50 歳以上の方です。）

　主に、原因となるウイルスの増殖を抑える抗ウ
イルス薬と、痛みを抑える鎮痛薬が処方されます。
　皮膚の症状によっては、ぬり薬が使われること
もあります。
　72 時間でウイルスの増殖はピークとなります。
その前に治療を行い、ウイルスの増殖を抑えるこ
とが何よりも重要です。
　帯状疱疹と疑われる症状がみられたら、できる
だけ早くに医師に相談しましょう。

　50 歳以上の方を対象に、予防ワクチンがあります。このワクチンにより免疫
力を高めて予防・症状を軽症にとどめることができます。かかりつけ医にご相談
のうえ接種をご検討ください。
※村では助成を行っておらず、症状を完全に防ぐものでもありません。

　帯状疱疹は免疫力の低下によって発症するため、帯状疱
疹の予防には、日頃の体調管理が重要です。食事や睡眠を
しっかりととり、適度な運動や、リラックスした時間をも
つことでストレスを減らし、免疫力を低下させないように
心がけましょう。

強い痛みや皮膚の症状
は、体の左右のどちらか
にみられることが多く、
3 ～ 4 週間ほど症状が続
きます。

予防接種も有効です

72 時間後



21

2020.11

ファームス木島平でたくさんのイベント開催

調布市・木島平村
姉妹都市盟約 35 周年記念花火大会が

行われました

　10 月 24 日、31 日、11 月１日、道の駅ファーム
ス木島平では、それぞれイベントが行われました。
　訪れたお客様が長蛇の列を作る場面もあり、大
いに賑わいを見せていました。

　10 月 30 日、大塚山周辺で、調布市と木島平村
の姉妹都市盟約 35 周年を記念して、村民祭の前
夜祭と合わせた花火大会が行われました。
　寒く澄み切った空気の中、いくつも咲いた大輪
に、観覧していた方々は歓声を上げていました。

皆さんのまわりにある情報をお寄せ
ください。　政策情報係 / 内線 114

　

村
民
ゴ
ル
フ
大
会

　

10
月
24
日
、
志
賀
高
原
カ
ン
ト
リ
ー
ク

ラ
ブ
に
て
令
和
２
年
度 

第
６
回
木
島
平

村
民
ゴ
ル
フ
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
村
在
住
者

や
村
出
身
の
ゴ
ル
フ
愛
好
家
の
皆
さ
ん

が
、
白
熱
し
た
プ
レ
ー
を
繰
り
広
げ
て
い

ま
し
た
。

◉
順
位

　

優
勝　
　

小
松　

久
人
（
市
之
割
）

　

準
優
勝　

石
井　

俊
一
（
部
谷
沢
）

　

第
３
位　

丸
山　

幸
博
（
北
鴨
）

　

第
４
位　

上
原　

孝
（
大
町
）

　

第
５
位　

佐
々
木　

富
勇
（
市
之
割
）

　

第
６
位　

宮
澤　

佑
介
（
庚
）

【
生
涯
学
習
係　

☎
０
２
６
９
―

８
２
―

２
０
４
１
】

10/24 おむすび処 村　1 日限定オープン

10/31 ハロウィンイベント

10/31
きじまっ猪 - １グランプリ

11/1　農林市
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Shimotakai
  Nourin
　 High
　   School

下
高
井
農
林
高
校　

掲
示
板

地
域
の
高
校
「
下
高
井
農
林
高
校
」
の

取
組
み
や
出
来
事
を
紹
介
し
ま
す

駐 在 所
だ よ り

木島平村駐在所
☎ 0269-82-4137

◉
エ
ス
カ
レ
ー
ト
す
る
前
に
相
談
を

　

ス
ト
ー
カ
ー
や
Ｄ
Ｖ
を
は
じ
め
と
す
る

　

女
性
に
対
す
る
暴
力
は
、
放
置
す
る
と

　

さ
ら
に
エ
ス
カ
レ
ー
ト
し
、
殺
人
な
ど

　

の
凶
悪
犯
罪
に
発
展
す
る
危
険
性
が
あ

　

り
ま
す
。
万
が
一
被
害
に
あ
わ
れ
て
い

　

る
方
は
、
一
人
で
悩
ま
ず
、
す
ぐ
に
警

　

察
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

○
ス
ト
ー
カ
ー
規
正
法
に
基
づ
く
警
察

　

の
対
応

　

被
害
者
か
ら
の
申
出
に
よ
り
相
手
方
に

　

対
し
て
、
つ
き
ま
と
い
や
自
宅
へ
の
押

　

し
か
け
、
無
言
電
話
な
ど
の
「
つ
き
ま

　

と
い
」
を
繰
り
返
し
て
は
な
ら
な
い
こ

　

と
の
「
警
告
」
等
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
被
害
防
止
の
た
め
の
援
助
を
受
け

　

た
い
と
申
出
が
あ
っ
た
場
合
は
被
害
者

　

が
取
り
う
る
被
害
防
止
の
措
置
、
相
手

　

方
と
の
交
渉
方
法
の
ア
ド
バ
イ
ス
、
交

　

渉
場
所
の
提
供
な
ど
を
行
い
ま
す
。

○
Ｄ
Ｖ
防
止
法
の
「
保
護
命
令
制
度
」

　

配
偶
者
な
ど
の
さ
ら
な
る
暴
力
に
よ
り

　

生
命
・
身
体
に
重
大
な
危
害
を
受
け
る

ス
ト
ー
カ
ー
・
Ｄ
Ｖ
被
害
は

す
ぐ
に
警
察
に
相
談
を

　

例
年
は
企
業
や
農
家
で
の
３
日
間
の
研
修

を
通
し
て
、
社
会
に
出
る
際
に
必
要
な
知
識

や
マ
ナ
ー
等
を
学
び
、
以
降
の
高
校
で
の
学

び
を
主
体
的
に
一
層
充
実
さ
せ
、
社
会
へ
と

旅
立
っ
て
い
き
ま
す
。
し
か
し
、
新
型
コ
ロ

ナ
の
終
息
が
見
通
せ
な
い
た
め
、
現
場
実
習

は
中
止
と
し
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、今
年
度
の
秋
の
キ
ャ
リ
ア
ウ
ィ
ー

ク
は
２
日
間
に
短
縮
し
、
10
月
１
・２
日
に
実

施
し
ま
し
た
。
１
日
は
１
・２
年
生
が
地
元
企

業
の
良
さ
を
理
解
す
る
た
め
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
や
企
業
の
皆
様
に
ご
支
援
を
賜
り
、
オ
ン

ラ
イ
ン
に
て
採
用
状
況
や
事
業
内
容
の
説
明

を
受
け
ま
し
た
。
生
徒
は
教
室
で
配
信
さ
れ

た
情
報
を
視
聴
し
ま
し
た
が
、
真
剣
な
表
情

で
地
元
企
業
の
多
様
な
魅
力
等
を
メ
モ
し
て

い
ま
し
た
。
今
後
も
生
徒
の
学
び
を
止
め
る

こ
と
な
く
、
オ
ン
ラ
イ
ン
を
使
っ
た
キ
ャ
リ

ア
教
育
を
一
層
充
実
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

　

第
73
回
農
林
祭
を
、
10
月
９
日
・
10
日
の

２
日
間
に
わ
た
っ
て
開
催
し
ま
し
た
。
新
型

コ
ロ
ナ
対
策
と
し
て
、
公
開
は
保
護
者
に
限

定
し
、
農
林
祭
実
行
委
員
会
と
生
徒
会
執
行

部
を
中
心
に
感
染
症
対
策
を
講
じ
た
企
画
を

立
案
す
る
な
ど
、
制
約
の
あ
る
中
で
工
夫
を

し
て
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

吹
奏
楽
部
・
有
志
に
よ
る
ス
テ
ー
ジ
発
表
、

学
年
・
学
科
コ
ー
ス
・
ク
ラ
ブ
展
示
、
体
育

祭
、
学
校
で
育
て
た
農
産
物
・
花
の
販
売
を

し
た
「
農
林
市
」
な
ど
、
イ
ベ
ン
ト
は
多
岐

に
わ
た
り
、
生
徒
は
そ
れ
ぞ
れ
に
文
化
祭
を

楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
年
の
農
林

祭
テ
ー
マ
「Be the Light

～
ひ
と
つ
に
な

る
～
」に
あ
る
よ
う
に
、全
校
が
一
つ
と
な
り
、

後
夜
祭
の
最
後
に
は
打
上
花
火
が
大
輪
の
花

を
咲
か
せ
ま
し
た
。
ご
支
援
を
賜
り
ま
し
た

地
域
の
皆
さ
ま
、
足
を
運
ば
れ
た
保
護
者
の

皆
さ
ま
に
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

和
栗
地
区
に
お
い
て
、
グ
リ
ー
ン
デ
ザ
イ

ン
科
２
年
緑
地
系
の
生
徒
が
北
信
地
域
振
興

局
お
よ
び
村
役
場
の
皆
さ
ま
に
ご
指
導
い
た

だ
き
な
が
ら
、
地
域
の
高
齢
化
な
ど
に
よ
り
、

収
穫
さ
れ
ず
に
木
に
残
っ
て
い
る
渋
柿
を
も

ぎ
取
り
ま
し
た
。
こ
の
活
動
は
「
シ
ブ
ガ
キ

応
援
隊
」
と
称
し
、
ク
マ
の
餌
で
あ
る
渋
柿

を
収
穫
し
て
し
ま
う
こ
と
で
、
今
年
も
多
発

し
て
い
る
ク
マ
の
里
へ
の
出
没
を
防
ぐ
取
り

組
み
で
す
。脚
立
や
高
枝
切
り
ば
さ
み
を
使
っ

て
、
約
１
５
０
㎏
の
柿
を
収
穫
し
ま
し
た
。

　

作
業
場
の
近
く
に
ク
マ
の
排
泄
物
が
あ

り
、
事
前
学
習
で
「
ク
マ
の
被
害
を
少
な
く

す
る
に
は
、
餌
と
な
る
物
を
放
置
し
な
い
な

ど
の
里
山
の
整
備
が
必
要
」
と
学
ん
で
い
た

た
め
、
餌
と
な
る
物
を
取
除
く
こ
と
の
重
要

性
を
実
感
し
ま
し
た
。
今
後
も
地
域
の
皆
さ

ま
の
安
全
な
生
活
を
守
る
た
め
、
こ
の
活
動

を
継
続
し
て
い
き
ま
す
。 

秋の
キャリアウィーク

農林祭

シブガキ応援隊
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若槻 徳
のりみち

道
巡査部長

木 島 平 村
駐 在 所

　

お
そ
れ
が
大
き
い
と
き
は
、
裁
判
所
へ

　

の
申
立
て
に
よ
り
、加
害
者
に
対
し
「
被

　

害
者
や
子
ど
も
・
親
族
等
へ
の
接
近
禁

　

止
命
令
」
や
「
退
去
命
令
」
が
出
る
と

　

い
う
保
護
命
令
制
度
が
あ
り
ま
す
。
加

　

害
者
は
こ
の
命
令
に
背
く
と
懲
役
等
の

　

罰
則
が
科
せ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

令
和
２
年
８
月
末
現
在
、
全
国
の
警
察

か
ら
指
名
手
配
さ
れ
て
い
る
者
は
、
凶
悪

事
件
な
ど
で
警
察
庁
が
指
定
し
て
い
る
重

要
指
名
手
配
被
疑
者
を
は
じ
め
と
し
て
、

約
６
３
０
人
に
上
っ
て
い
ま
す
。

　

警
察
で
は
指
名
手
配
被
疑
者
を
早
期
に

発
見
、
検
挙
す
る
た
め
、
11
月
中
に
全
国

警
察
の
総
力
を
挙
げ
て
追
跡
捜
査
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

指
名
手
配
被
疑
者
の
発
見
に
向
け
た
捜

査
活
動
に
は
、
住
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力

が
是
非
と
も
必
要
で
す
。

　

指
名
手
配
被
疑
者
に
よ
く
似
た
人
を
見

か
け
た
と
い
っ
た
情
報
な
ど
、
ど
ん
な
さ

さ
い
な
こ
と
で
も
結
構
で
す
の
で
、
警
察

に
通
報
し
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。 指

名
手
配
犯
の
検
挙
に
ご
協
力
を

そ
の
他
、
長
野
県
警
で
は

様
々
な
情
報
を
お
知
ら
せ

し
て
い
ま
す
。

飯　山　市 津軽三味線　輝＆輝

ドンドン楽しくなる！

　津軽三味線の全国大会でともに日本一の経歴を持つ白藤ひかり、武田佳泉の
２人によって結成された本格派津軽三味線デュオ「輝＆輝（KIKI）」。
　津軽三味線ならではの迫力と繊細さを兼ね備えた表現は必見。編成にピアノ
を加え、和洋の一体化で厚みと深みを増した新世代津軽三味線の音色をお楽しみください。
◉日　時　12 月 20 日㈰午後２時開演（午後１時 30 分開場）◉場　所　飯山市文化交流館なちゅら 大ホール
◉入場料　一般２,500 円 / 高校生以下１,000 円（全席自由・未就学児入場不可）
◉演奏曲　津軽じょんがら節、クリスマスソングメドレー、春の海　ほか
◉販売窓口・問合せ　飯山市文化交流館なちゅら　☎ 0269-67-0311（火曜日休館）

野沢温泉村
野沢温泉スキー場
オープニングフェスティバル
　12 月 19 日㈯　午後 11 時から
　長坂ゴンドラリフトやまびこ駅前　　　　　　　
問合せ　野沢温泉スキー場　☎ 0269-85-3166

～天つ風 雲の通ひ路 吹きとぢよ～

～ 進化するスノーリゾート ～

12 月 12 日㈯から
積雪次第でオープン！

姉
妹
都
市
通
信

調　

布

姉
妹
都
市
通
信

姉
妹
都
市
25
周
年

120

　

11
月
３
日
、
今
年
で
創
業
17
年
を
迎
え

た
新
鮮
屋
で
大
感
謝
祭
を
開
催
し
ま
し
た
。

例
年
出
店
し
て
い
た
ほ
と
ん
ど
の
イ
ベ
ン

ト
が
中
止
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
大

感
謝
祭
が
新
鮮
屋
に
と
っ
て
今
年
初
め
て

の
イ
ベ
ン
ト
で
し
た
。
開
催
に
あ
た
り
ど

の
く
ら
い
人
が
集
ま
る
か
不
安
で
し
た
が
、

店
頭
に
行
列
が
で
き
る
ほ
ど
多
く
の
方
が

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

　

今
回
行
っ
た
旬
の
キ
ノ
コ
や
り
ん
ご
の

販
売
は
と
て
も
好
評
で
、
お
昼
に
は
完
売
。

ま
た
、
お
米
の
試
食
も
好
評
で
「
お
い
し

か
っ
た
」
と
買
わ
れ
る
お
客
様
が
多
く
い

ら
っ
し
ゃ
り
、
こ
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
で

き
て
良
か
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。「
次
の
イ

ベ
ン
ト
予
定
は
あ
る
の
？
」
と
も
聞
か
れ

ま
し
た
の
で
、
次
回
も
よ
り
多
く
の
方
に

お
越
し
い
た
だ
け
る
よ
う
周
知
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

今
後
も
よ

り
一
層
、
地
域

に
愛
さ
れ
る

お
店
を
目
指

し
て
営
業
し

て
い
き
ま
す
。

お
か
げ
さ
ま
で
創
業
17
年　

新
鮮
屋
大
感
謝
祭

渋柿を求めるお客様が多く
驚きました
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11月
15

日
　

調
布
・
木
島
平
交
流
ク
ラ
ブ
ツ
ア
ー

　

国
土
調
査
閲
覧
会
（
～
19
日
）

16

月

17

火
　

郵
便
局
包
括
協
定
調
印
式　

10
時
～

18

水
　

心
配
ご
と
相
談　

９
時
～
12
時

19

木

20

金
　

議
会
運
営
委
員
会　

９
時
～

21

土
　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
専
用
窓
口　

９
時
～
12
時

　

図
書
館
ま
つ
り　

10
時
～

22

日
　

第
2
回
み
ゆ
き
ネ
ギ
品
評
会　

10
時
～

23

月

24

火

25

水
　

教
育
委
員
会
定
例
会　

14
時
30
分
～

　

除
雪
オ
ペ
レ
ー
タ
発
令
式　

15
時
30
分
～

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
専
用
窓
口　

～
19
時

26

木
　

農
業
委
員
会
総
会　

16
時
～

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
推
進
委
員
会　

18
時
～

27

金

28

土
　

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
完
成
式
・
内
覧
会　

９
時
～

　

米
・
食
味
分
析
鑑
定
コ
ン
ク
ー
ル
（
千
葉
県
木
更
津
市
）

29

日
　

休
日
エ
コ
プ
ラ
ザ　

９
時
～
11
時
45
分

30

月

村
税
等
口
座
振
替
日

村
税
等
納
期
限

広
報
配
布
日

勤
労
感
謝
の
日

11月の村税等の口座振替日は11月25日㈬です。
前日までに口座残高の確認をお願いします。

ゴミの減量化作戦
生ごみを 捨てる前には ギュっとひと絞り

もったいない情報

【生活環境係 内線１２１】

・二連はしご
・こたつ（布団込み一式）

譲ってください

譲りたい、譲ってほしい品物がある方は、生活環
境係までご連絡をお願いします。

・大人用３輪自転車
・Ｘ型物干し台
・CANON プリンタインク

譲ります

伝
言
板

　

長
野
県
労
働
委
員
会
で
は
、
労

働
問
題
の
専
門
家
が
中
立
・
公
正

な
立
場
で
労
働
者
個
人
と
事
業
主

と
の
雇
用
の
ト
ラ
ブ
ル
（
解
雇
・

賃
金
・
パ
ワ
ハ
ラ
等
）
に
つ
い
て
、

「
あ
っ
せ
ん
」
に
よ
り
円
満
な
解

決
を
お
手
伝
い
し
て
い
ま
す
。

　

手
続
き
は
、
簡
単
・
無
料
で
、

懇
切
丁
寧
に
お
話
を
お
伺
い
し
ま

す
。ま
た
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

◉
問
合
せ

○
北
信
労
政
事
務
所

　

☎
０
２
６
―

２
３
４
―

９
５
３
２

○
長
野
県
労
働
委
員
会
事
務
局

　

☎
０
２
６
―

２
３
４
―

７
４
６
８

　

県
内
６
校（
長
野
、松
本
、岡
谷
、

飯
田
、
佐
久
、
上
松
）
の
技
術
専

門
校
で
は
、
令
和
３
年
度
の
普
通

課
程
の
入
校
生
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
も
の
づ
く
り
に
興
味
が
あ
る

方
は
ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

◉
出
願
資
格

　

高
等
学
校
を
卒
業
し
た
方
（
令

　

和
３
年
３
月
卒
業
見
込
み
の
方

　

を
含
む
）
ま
た
は
こ
れ
と
同
等

　

以
上
の
学
力
を
有
す
る
と
認
め

　

ら
れ
る
方

◉
受
付
期
間

○
第
１
回

　

11
月
２
日
㈪
～
19
日
㈭

　
（
選
考
日　

11
月
30
日
㈪
）

○
第
２
回

　

12
月
14
日
㈪
～

　

令
和
３
年
１
月
６
日
㈬

　
（
選
考
日　

１
月
18
日
㈪
）

◉
選
考
方
法

・
職
業
適
性
検
査

・
人
物
考
査
（
面
接
）

・
学
力
検
査
（
国
語
、
数
学
）

◉
選
考
会
場

　

入
校
を
し
よ
う
と
す
る
技
術
専

　

門
校

◉
問
合
せ

　

長
野
県
人
材
育
成
課

　

☎
０
２
６
―

２
３
５
―

７
１
９
９

　

借
金
、
離
婚
、
労
働
問
題
、
相

続
等
ト
ラ
ブ
ル
を
抱
え
て
い
る
け

ど
、「
ど
こ
に
相
談
し
た
ら
い
い

か
分
か
ら
な
い
」。
そ
ん
な
と
き

は
ま
ず
「
法
テ
ラ
ス
」
に
お
問
い

合
わ
せ
を
。
法
テ
ラ
ス
で
は
、
困

り
事
に
応
じ
て
解
決
に
役
立
つ
法

制
度
や
手
続
、
適
切
な
相
談
窓
口

を
ご
案
内
し
ま
す
。

◉
問
合
せ

　

法
テ
ラ
ス
サ
ポ
ー
ト
ダ
イ
ヤ
ル

　

☎
０
５
７
０
―

０
７
８
３
７
４

雇
用
の
ト
ラ
ブ
ル
で
お
困

り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か

技
術
専
門
校
入
校
生
の

募
集
に
つ
い
て

困
り
事
の
解
決
に

「
法
テ
ラ
ス
」
へ
行
こ
う

エコパーク寒川
燃やせる

ごみ処分量
令和２年 10 月 令和元年 10 月 前年同月比
70,100kg 70,840kg 99%

燃えない
ごみ処分量

令和２年 10 月 令和元年 10 月 前年同月比
8,220kg 6,060kg 136%

燃やせるごみ処分量を減らしましょう
分別収集とリサイクルにご協力ください。
ルールを守り、気持ち良くゴミを出しましょう。
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12月

社
協
関
係
の
行
事
は
39
ペ
ー
ジ
「
社
協
の
予
定
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い

1

火
　

選
挙
管
理
委
員
会
定
例
会　

17
時
～

2

水
　

人
権
週
間
街
頭
啓
発　

８
時
15
分
～

　

心
配
ご
と
相
談　

９
時
～
12
時

3

木
　

12
月
議
会
定
例
会　

10
時
～

4

金

5

土
　

消
防
最
終
部
長
会　

14
時
30
分
～

6

日

7

月
　

民
生
児
童
委
員
協
議
会
定
例
会　

14
時
～

8

火

9

水
　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
専
用
窓
口　

～
19
時

10

木
　

健
康
相
談
・
介
護
相
談　

９
時
～
11
時

　

学
校
運
営
協
議
会　

15
時
30
分
～

11

金
　

部
落
解
放
・
人
権
政
策
確
立
に
向
け
た
行
政
懇
談
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

17
時
～

12

土

13

日

14

月

15

火
　

12
月
定
例
会
一
般
質
問　

10
時
～

広
報
配
布
日

市町村 火災 救助 救急 市町村 火災 救助 救急 市町村 火災 救助 救急

木島平村 0 0 17 野沢温泉村 1 0 19 その他 0 0 5

飯山市 1 0 79 栄村 0 0 10 《合計》 2 0 130

件 件 件 件 件件 件件 件
10 月の出動件数（岳北消防本部）

受付：13：00 ～ 13：30
場所：保健センター
◉四種混合：11 月 30 日㈪
◉ヒブ・肺炎球菌・ロタウイルス
　　　　　　：12 月７日㈪
　対象：令和２年８～９月生まれ

日時：12 月 14 日㈪ 11：45 ～ 12：00
場所：木島平クリニック
対象：令和２年５月生まれ

日時：12 月 10 日㈭９：00 ～ 11：00
場所：保健センター

場所：保健センター
受付：13：00 ～ 13：30
日付：12 月 16 日㈬
　対象：平成 29 年 11 月生まれ
　　　   平成 30 年 11 月生まれ
　　　   令和元年５月生まれ
　　　   令和元年 12 月生まれ
　　　   令和２年５・８月生まれ

子育て中の保護者同士の交流・ふれ
あいの場として、地域の子育て家庭
に、おひさま保育園のプレールーム
を開放します。
日時：月曜日～金曜日（保育園開所日）
　　９：00 ～ 11：30
場所：おひさま保育園プレールーム

予 防 接 種

子ども健康相談

乳幼児健診

火のこわさ　歴史も未来も　焼きつくす

【11月20日㈮～12月19日㈯】

場所：おひさま保育園プレールーム
持ち物：保護者の方はマスク
※新型コロナ対策として、朝に検温
　をしてからご参加ください。
◉ 11 月 24 日㈫　９：45 から
　栄養士あやな先生の食育教室
◉ 12 月１日㈫　９：45 から　
　親子ふれあい遊び（運動）
　持ち物：水分補給用の水筒など
◉ 12 月８日㈫　９：45 から
　親子ふれあい遊び（季節の製作）
◉ 12 月 17 日㈭　９：45 から
　お楽しみ会

おひさま広場

おひさま教室

BCG 予防接種

新型コロナウイルス感染症の
影響など行事等が変更となる
場合があります。



　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
、

多
く
の
村
民
の
生
活
に
深
刻
な
影
響
を

も
た
ら
し
て
い
る
。　

①
コ
ロ
ナ
感
染
対
策
と
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
感
染
対
策
を
ど
う
進
め
る
か
。

②
コ
ロ
ナ
対
策
支
援
事
業
と
し
て
総
額

３
億
４
３
９
万
６
千
円
を
投
入
、
ま

た
は
予
算
化
さ
れ
て
い
る
が
、
支
援

対
象
事
業
、
対
象
者
を
ど
の
よ
う
に

把
握
し
予
算
化
さ
れ
た
か
。

③
９
月
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
関

す
る
人
権
侵
害
を
防
ぐ
宣
言
」
が
出

さ
れ
た
。
ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
か
。

答　

弁

①
県
で
は
『
次
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
流

行
に
備
え
た
外
来
・
検
査
体
制
の
整

備
』
に
つ
い
て
検
討
、
取
り
組
み
を

進
め
て
い
る
。
今
後
、
村
と
し
て
適

切
に
対
応
し
て
い
き
た
い
。

②
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
り
大
き

な
影
響
を
受
け
た
村
内
観
光
支
援
と

し
て
１
億
１
５
９
７
万
３
千
円
、
村

内
事
業
者
の
事
業
継
続
等
の
支
援
に

９
１
２
０
万
円
等
、
必
要
な
支
援
事

業
費
や
対
策
費
を
予
算
化
し
た
。

③
村
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
、
ふ
う
太
ネ
ッ

ト
に
よ
る
村
長
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

等
、
今
後
も
媒
体
等
を
積
極
的
に
活

用
し
、
継
続
し
て
住
民
意
識
の
高
揚

に
努
め
て
い
く
。

質　

問

①
総
務
省
の
指
針
に
照
ら
し
合
わ
せ
た

場
合
、観
光（
株
）に
対
す
る
村
の
支

援
は
適
正
か
。採
算
性
と
会
社
の
将

来
を
ど
の
よ
う
に
判
断
し
て
い
る
か
。

②
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
事
業
に
よ
る
内

部
調
査
、
経
営
診
断
、
評
価
分
析
に

よ
り
、
観
光
（
株
）
の
将
来
と
村
の

関
わ
り
に
誤
り
の
な
い
よ
う
対
応
を
。

社
長
で
あ
る
村
長
の
考
え
方
は
。

③
村
監
査
委
員
よ
り
長
期
貸
付
金
に
つ

い
て
意
見
が
述
べ
ら
れ
た
。
こ
の
意

見
を
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
る
か
。

村　

長

①
公
的
支
援
の
考
え
方
に
つ
い
て
は
、

第
三
セ
ク
タ
ー
は
公
共
性
、
公
益
性

が
高
い
事
業
を
行
う
法
人
で
あ
る
。

②
今
後
、
専
門
家
の
知
見
を
受
け
、
組

織
や
経
営
手
法
、
指
定
管
理
の
在
り

方
な
ど
の
見
直
し
が
必
要
。

③
資
金
の
貸
し
付
け
の
申
請
書
類
に
不

備
が
あ
り
深
く
反
省
す
る
。
早
急
に

改
善
、
法
令
順
守
を
徹
底
す
る
。
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質　

問

　

近
年
の
異
常
気
象
に
よ
り
、
甚
大
な

自
然
災
害
が
発
生
し
て
お
り
、
こ
の
多

く
が
地
球
温
暖
化
に
起
因
し
て
い
る
と

言
わ
れ
て
い
る
。
昨
年
12
月
、
長
野
県

は
「
気
候
非
常
事
態
」
を
宣
言
し
た
が
、

村
も
宣
言
を
出
す
考
え
は
あ
る
か
。

村　

長

　

地
球
温
暖
化
対
策
な
ど
に
取
り
組
む

こ
と
は
大
変
重
要
。
今
後
、
村
が
取
り

組
む
具
体
的
な
内
容
を
検
討
す
る
と
と

も
に
、
宣
言
に
つ
い
て
も
考
え
て
い
く
。

総
務
課
長

　

県
内
で
宣
言
を
出
し
て
い
る
自
治
体

は
８
市
町
村
あ
り
、
県
の
宣
言
に
は
、

本
村
を
含
め
県
内
の
す
べ
て
の
自
治
体

が
賛
同
し
て
い
る
。

　

今
年
度
、
馬
曲
川
小
水
力
発
電
所
の

設
備
更
新
の
計
画
策
定
、
ま
た
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
と
連
携
し
、
太
陽
光
発
電
の
試
験
や

村
民
の
皆
様
へ
の
普
及
な
ど
に
取
り
組

ん
で
お
り
、
今
後
も
検
討
を
継
続
し
て

い
く
。

質　

問

　

令
和
元
年
度
の
一
般
会
計
・
特
別
会

計
決
算
に
つ
い
て
質
問
す
る
。

①
地
方
交
付
税
が
４
９
４
２
万
５
千
円
、

　

使
用
料
・
手
数
料
が
１
０
８
３
万
３

千
円
、
寄
付
金
が
１
４
９
７
万
５
千

円
と
い
ず
れ
も
前
年
度
と
比
べ
る
と

収
入
減
で
あ
る
が
、
そ
の
原
因
は
。

②
村
民
１
人
当
た
り
の
資
産
額
は
。

③
同
負
債
額
は
。

④
同
純
経
常
行
政
コ
ス
ト
は
。

⑤
受
益
者
負
担
の
割
合
は
何
％
か
。

⑥
こ
れ
ら
の
村
の
数
値
は
、
平
均
値
と

　

比
較
し
て
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

総
務
課
長

①
下
水
道
費
が
、
供
用
開
始
か
ら
25
年

　

経
過
し
、
投
資
補
正
係
数
が
前
年
の

　

５
分
の
１
に
下
げ
ら
れ
た
こ
と
と
、

除
雪
経
費
が
寡
雪
に
よ
り
減
少
し
た

こ
と
が
主
な
要
因
。

②
２
８
９
万
６
千
円
。

③
99
万
８
千
円
。

④
62
万
２
千
円
。

⑤
５
・
２
８
％
。

⑥
平
均
値
と
の
比
較
に
つ
い
て
は
、
負

債
額
が
平
均
値
を
大
幅
に
上
回
る
こ

と
は
な
い
と
想
定
し
て
い
る
。

山浦　登  議員

質　

問

村　

長

総
務
課
長

２
．
令
和
元
年
度
一
般
会
計
・

特
別
会
計
決
算
に
つ
い
て

質　

問

村　

長

答　

弁

令
和
２
年
９
月
第
３
回
定
例
会

   

行
政
事
務
一
般
質
問
　
要
旨

９
月
16
日
、
17
日

村
政
に
対
し
て

　
　

８
人
の
議
員
が
質
問
し
ま
し
た

１
．気
候
非
常
事
態
宣
言
に
つ
い
て

総
務
課
長

３
．第
三
セ
ク
タ
ー
木
島
平
観
光（
株
）

に
つ
い
て

質　

問

質　

問

４
．新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策

に
つ
い
て

一般質問の要旨は、質問者自らでまとめています。



村　

長

　

地
域
社
会
に
関
係
す
る
建
設
・
建
築
、

観
光
、
福
祉
、
ま
た
森
林
組
合
、
米
農

家
な
ど
多
様
な
皆
さ
ん
を
構
成
員
と
し

て
協
力
を
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
い

る
。
農
林
高
校
の
魅
力
ア
ッ
プ
の
た
め

の
「
持
続
可
能
な
取
り
組
み
」
に
な
る

よ
う
提
案
を
ま
と
め
た
い
。

質　

問

　

昨
年
の
台
風
19
号
災
害
か
ら
ま
も
な

く
１
年
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
る
が
、

そ
の
後
、
村
の
地
域
防
災
計
画
、
あ
る

い
は
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
等
の
見
直
し
は
、

ど
の
よ
う
な
進
捗
状
況
か
。

村　

長

　

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
防
止
に
対
応

す
る
た
め
、
こ
れ
ま
で
と
大
き
く
変

わ
っ
た
。

　

今
年
度
の
村
ぐ
る
み
防
災
訓
練
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、

中
止
と
し
た
。
職
員
と
消
防
団
幹
部
で

避
難
所
開
設
訓
練
を
実
施
し
た
。

総
務
課
長

　

県
で
進
め
て
い
る
令
和
２
年
度
の
樽

川
の
調
査
結
果
を
受
け
て
、
令
和
３
年

度
を
目
標
に
作
成
す
る
計
画
と
な
っ
て

い
る
。

再
質
問

　

災
害
対
策
専
任
の
職
員
等
を
張
り
つ

け
て
災
害
対
策
を
き
ち
ん
と
や
る
こ
と

が
大
事
だ
。

村　

長

　

専
門
職
員
を
設
け
る
の
は
難
し
い
。

質　

問

　

指
定
管
理
か
ら
直
営
と
な
り
、
入
り

込
み
も
売
り
上
げ
も
減
少
し
て
い
る
。

こ
の
結
果
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

村　

長

　

少
し
ず
つ
で
は
あ
る
が
、
賑
わ
い
が

出
て
き
て
い
る
。

再
質
問

　

指
定
管
理
で
農
村
木
島
平
（
株
）
が

管
理
を
し
た
当
時
は
、
加
工
室
の
機
材

が
フ
ル
に
活
用
さ
れ
て
い
た
。
退
出
せ

ざ
る
を
得
な
か
っ
た
農
村
木
島
平
（
株
）

は
、
改
装
費
用
、
加
工
用
の
機
材
等
を

購
入
す
る
た
め
、
多
額
の
借
入
れ
を
し

た
。
村
長
の
判
断
で
あ
り
、
ど
う
考
え

て
い
る
か
。
指
定
管
理
制
度
に
戻
す
の

が
得
策
と
考
え
る
。

村　

長

　

農
村
木
島
平
（
株
）
に
は
、
村
の
企

業
と
し
て
支
援
で
き
る
も
の
に
つ
い
て

は
支
援
し
て
い
か
れ
れ
ば
と
考
え
て
い

る
。
加
工
室
の
利
用
に
つ
い
て
は
、
こ

れ
か
ら
方
向
を
定
め
て
い
き
た
い
。

質　

問

　

農
林
高
校
の
存
続
に
向
け
て
「
岳
北

地
域
高
校
の
魅
力
づ
く
り
研
究
協
議
会
」

が
設
立
さ
れ
、
下
高
井
農
林
高
校
部
会

と
し
て
検
討
が
行
わ
れ
て
い
る
。
村
長

と
し
て
、
魅
力
あ
る
高
校
づ
く
り
を
ど

の
よ
う
に
検
討
す
る
の
か
。
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質　

問

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
状
況
に
あ

っ
て
、
ど
の
よ
う
な
方
針
を
持
ち
、
今
後
、

村
の
観
光
振
興
に
取
り
組
ん
で
い
く
か
。

村　

長

　
「
農
村
」
と
い
う
利
点
を
活
か
し
て

い
き
た
い
。

産
業
課
長

　

感
染
予
防
対
策
を
徹
底
し
、
安
心
し

て
お
越
し
い
た
だ
け
る
体
制
に
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
具
体
的
な
対
策
や
そ

の
た
め
の
助
成
を
行
う
。

再
質
問

　

コ
ロ
ナ
禍
が
明
け
て
の
準
備
期
に
あ

た
る
。
こ
れ
ま
で
の
方
針
に
さ
ら
に
魅

力
を
加
え
る
形
で
準
備
を
し
、
コ
ロ
ナ

が
終
息
し
た
段
階
で
ス
タ
ー
ト
が
切
れ

る
よ
う
な
仕
組
み
も
準
備
を
。

産
業
課
長

　

コ
ロ
ナ
明
け
で
ぜ
ひ
大
勢
の
皆
様
に

木
島
平
に
来
て
い
た
だ
く
よ
う
取
り
組

み
を
進
め
る
。

質　

問

　

木
島
平
観
光
株
式
会
社
は
、
す
で
に

破
綻
状
況
に
あ
る
。
今
後
、
第
三
セ
ク

タ
ー
を
ど
の
よ
う
に
し
て
い
く
の
か
。

村　

長

　

ス
キ
ー
場
と
馬
曲
温
泉
の
運
営
は
、

木
島
平
観
光
の
中
で
会
計
を
分
離
し
た

い
。
職
員
の
派
遣
や
専
門
家
を
入
れ
改

革
す
る
。
指
定
管
理
の
在
り
方
な
ど
を

見
直
し
、
公
共
性
を
維
持
し
な
が
ら
採

算
性
の
向
上
に
取
り
組
み
た
い
。

再
質
問

　

議
会
と
し
て
、
次
の
と
お
り
の
提
言

を
村
へ
上
げ
た
。「
単
に
赤
字
を
補
う

よ
う
な
貸
付
や
資
金
投
入
等
は
お
こ
な

わ
な
い
こ
と
」。

　

す
で
に
村
の
財
政
を
圧
迫
し
て
い
る

現
状
に
あ
り
、税
金
を
投
入
す
る
と
い
う

こ
と
に
な
れ
ば
、
説
明
責
任
を
果
た
す

べ
き
と
考
え
る
。
貸
出
金
の
貸
付
け
に

あ
た
っ
て
「
書
類
の
徴
求
が
な
い
ま
ま

貸
付
け
が
行
わ
れ
て
い
る
」。
税
金
を

こ
う
し
た
形
で
貸
付
け
た
と
い
う
こ
と

は
、
村
民
へ
の
背
信
行
為
に
あ
た
る
。

村　

長

　

経
営
責
任
と
し
て
、
大
幅
な
赤
字
に

つ
い
て
は
、
お
詫
び
し
た
い
。
ま
た
、

貸
付
金
の
経
過
に
つ
い
て
も
、
重
ね
て

お
詫
び
し
た
い
。

再
々
質
問

　

す
で
に
破
綻
状
態
に
あ
る
会
社
に
、

今
後
、
村
か
ら
の
出
資
や
貸
付
け
は
、

村
民
誰
も
が
理
解
で
き
な
い
。

村
長

　

今
期
、
ス
キ
ー
場
は
オ
ー
プ
ン
す
る
。

観
光
（
株
）
に
つ
い
て
は
大
幅
な
見
直

し
を
し
て
い
く
。

27

質　

問
１
．新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
と

村
の
観
光
振
興
に
つ
い
て

村　

長
４
．
村
の
危
機
管
理
に
つ
い
て

村　

長

村　

長

再
質
問

質　

問

産
業
課
長

再
々
質
問

村　

長

質　

問

再
質
問

芳川 修二  議員

総
務
課
長

質　

問

再
質
問

村　

長

村　

長

村　

長

再
質
問

産
業
課
長

質　

問

４
．岳
北
地
域
高
校
の
魅
力
づ
く
り

研
究
協
議
会
に
つ
い
て

２
．第
三
セ
ク
タ
ー
の
今
後
に
つ
い
て

村　

長

村　

長
３
．フ
ァ
ー
ム
ス
木
島
平
の
運
営

に
つ
い
て
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質　

問

　

７
月
15
日
夕
方
か
ら
16
日
朝
方
に
か
け

て
、
山
沿
い
を
中
心
に
集
中
豪
雨
が
襲
い

災
害
が
発
生
し
た
。
地
域
住
民
の
安
心
安

全
を
実
感
で
き
る
防
災
・
減
災
対
策
が
必

要
で
あ
る
。

（
①
⑤
の「
省
略
」は
、答
弁
掲
載
省
略
の
意
味
）

①
気
象
状
況
と
災
害
状
況
は
（
省
略
）
。

②
今
水
害
の
課
題
解
決
に
、
ど
の
様
な
対

　

策
に
取
り
組
む
考
え
か
。

③
今
回
の
災
害
復
旧
事
業
（
農
家
負
担
率
）

　

の
内
容
は
。

④
国
庫
事
業
と
村
単
事
業
で
は
被
災
者
の

　

負
担
率
が
違
う
が
な
ぜ
か
。
国
庫
事
業

　

と
同
率
に
す
る
べ
き
。

⑤
大
雨
（
土
砂
災
害
・
洪
水
・
浸
水
害
）

　

警
報
が
発
表
さ
れ
て
い
る
が
、
村
の
対

　

応
に
つ
い
て
伺
う
（
省
略
）。

⑥
適
時
適
切
な
防
災
気
象
情
報
発
信
と
情

　

報
収
集
に
つ
い
て
。

村　

長

　

災
害
の
発
生
の
恐
れ
が
あ
る
時
は
早
め

の
判
断
を
し
て
い
く
。
村
が
で
き
る
防
災
、

減
災
対
策
事
業
に
取
り
組
み
、
国
・
県
へ

継
続
し
て
要
望
を
し
て
い
く
。

質　

問

　
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
関
す
る
人

権
侵
害
を
防
ぐ
宣
言
」
を
県
下
に
先
駆
け

表
明
し
、
取
り
組
む
姿
勢
を
内
外
に
示
し

た
が
、
今
後
の
対
策
、
方
針
は
。

①
経
済
活
動
の
今
後
の
対
策
は
。

②
公
共
施
設
の
今
後
の
対
策（
答
弁
省
略
）。

③
コ
ロ
ナ
禍
で
介
護
報
酬
の
上
乗
せ
特
例

　

措
置
の
状
況
は
。

④
飯
山
赤
十
字
病
院
の
再
編
・
統
合
問
題

　

に
変
化
が
あ
っ
た
か
。

⑤
避
難
所
の
課
題
と
対
策
に
つ
い
て
。

⑥
小
・
中
学
校
の
教
育
へ
の
影
響
と
今
後

　

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
。

⑦
村
職
員
の
テ
レ
ワ
ー
ク
と
感
染
予
防
対

　

策
の
取
り
組
み
は
。

教
育
長

⑥
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
、
担
任
、
養

　

護
教
諭
で
サ
ポ
ー
ト
を
実
施
。

産
業
課
長

①
状
況
を
見
な
が
ら
柔
軟
に
対
応
。

総
務
課
長

⑤
収
容
人
数
が
大
幅
に
減
少
す
る
が
、
避

　

難
を
優
先
す
る
。
安
心
で
き
る
体
制
整

　

備
を
進
め
る
。

⑦
可
能
な
業
務
は
方
法
や
条
件
な
ど
検
討

　

し
、
業
務
継
続
の
た
め
、
事
務
室
の
分

　

散
な
ど
対
応
を
進
め
る
。

民
生
課
長

③
村
内
事
業
所
、
北
信
広
域
連
合
で
は
、

　

今
後
、
利
用
予
定
は
無
い
と
の
こ
と
。

④
長
野
県
北
信
医
療
圏
地
域
医
療
構
想
調

　

整
会
議
で
検
証
・
検
討
予
定
。

④
災
害
時
の
個
人
負
担
は
、
近
隣
や
そ
れ

　

ぞ
れ
の
状
況
等
見
な
が
ら
検
討
さ
せ
て

　

い
た
だ
く
。

総
務
課
長

②
正
確
な
状
況
把
握
と
、
適
切
か
つ
早
め

　

の
情
報
発
信
に
努
め
て
い
く
。

⑥
早
め
の
対
策
本
部
設
置
と
Ｓ
Ｎ
Ｓ
ま
で

　

含
め
た
全
て
の
ツ
ー
ル
を
使
い
、
情
報

　

発
信
、
情
報
収
集
に
努
め
る
。

産
業
課
長

③
国
庫
事
業
の
農
家
負
担
率
は
、
農
地
災

　

害
で
実
質
10
％
、
村
単
事
業
で
は
50
％
。

再
質
問

　

堰
の
水
量
を
調
整
す
る
切
り
落
と
し
な

ど
、
排
水
路
の
整
備
が
さ
れ
て
い
な
い
。

行
政
が
責
任
を
も
っ
て
行
う
べ
き
。

産
業
課
長

　

各
水
路
の
管
理
者
、
地
域
の
皆
さ
ん
と

話
す
機
会
を
設
け
、
対
策
を
検
討
す
る
。

質　

問

　

令
和
元
年
度
決
算
は
９
６
０
０
万
円
の

損
失
を
計
上
、
１
１
０
０
万
円
の
債
務
超

過
と
な
っ
た
。
過
去
５
年
間
の
営
業
利
益

は
、
平
成
28
年
度
以
外
赤
字
で
、
非
常
に

問
題
だ
。
平
成
21
年
９
月
、
村
は
「
木
島

平
観
光
株
式
会
社
経
営
改
革
プ
ラ
ン
」
を

策
定
し
た
が
、
こ
の
改
革
プ
ラ
ン
に
沿
っ

た
経
営
改
革
が
さ
れ
て
き
た
か
疑
問
を
持

つ
。
令
和
２
年
度
で
は
ス
キ
ー
場
と
馬
曲

温
泉
は
村
管
理
と
す
る
計
画
に
な
っ
て
い

る
が
、
経
営
・
財
務
状
況
は
か
な
り
厳
し

い
も
の
と
想
像
さ
れ
、
将
来
的
に
村
の
多

額
な
財
政
負
担
が
生
じ
る
恐
れ
が
あ
る
。

公
共
性
と
企
業
性
を
併
せ
持
つ
第
三
セ
ク

タ
ー
観
光
（
株
）
だ
が
、
ど
う
再
建
し
て

い
く
の
か
。
ま
た
、
観
光
（
株
）
の
運
営

管
理
施
設
の
公
共
施
設
個
別
計
画
に
つ
い

て
伺
う
。

村　

長

　

時
代
の
変
化
や
経
済
状
況
に
よ
り
、
村

民
の
期
待
に
十
分
に
応
え
ら
れ
て
い
な
い
と

い
う
指
摘
も
あ
る
。
将
来
に
向
け
た
観
光

施
設
の
ほ
と
ん
ど
を
第
三
セ
ク
タ
ー
が
指

定
管
理
す
る
と
い
う
形
態
も
含
め
て
、
組

織
の
見
直
し
や
経
営
手
法
を
大
幅
に
見
直

す
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
そ
の
た
め

に
は
専
門
的
な
知
見
も
必
要
と
考
え
て
い

る
。
そ
の
中
で
、管
理
し
て
い
る
施
設
の「
公

共
施
設
個
別
維
持
管
理
計
画
」
も
改
め
て

検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

再
質
問

　

会
社
の
本
業
で
あ
る
営
業
利
益
が
赤
字

だ
と
い
う
こ
と
、
債
務
に
関
わ
る
損
失
補

償
に
つ
い
て
の
考
え
を
伺
う
。

村　

長

　

改
革
で
本
業
の
利
益
を
上
げ
る
こ
と
が

で
き
る
会
社
に
し
て
い
く
。

現
在
の
状
況
で
村
の
損
失
補
償
は
難
し
い
。

観
光
（
株
）
と
し
て
資
金
調
達
で
き
る
会

社
に
し
て
い
き
た
い
。

３
．新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
に
つ
い
て

質　

問
１
．
豪
雨
災
害
対
策
に
つ
い
て

質　

問

質　

問

再
質
問

村　

長

村　

長

勝山　卓  議員

総
務
課
長

産
業
課
長

産
業
課
長

再
質
問

村　

長

総
務
課
長

産
業
課
長

民
生
課
長

２
．第
三
セ
ク
タ
ー 
木
島
平
観
光（
株
）

に
つ
い
て

教
育
長



　
質　

問

　
「
観
光
振
興
局
」、
道
の
駅
の
「
農
業

振
興
公
社
」、
第
三
セ
ク
タ
ー
の
「
木

島
平
観
光
（
株
）」、
観
光
行
政
と
し
て

統
率
が
取
れ
て
い
な
い
。
各
組
織
を
見

直
し
、
一
体
型
の
統
率
力
の
あ
る
村
営

の
観
光
行
政
が
で
き
な
い
か
。

産
業
課
長

　

い
ず
れ
の
組
織
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事

業
目
的
に
沿
い
運
営
を
行
っ
て
い
る
。

〇
農
業
振
興
公
社

　
　

農
地
の
集
積
と
利
用
の
円
滑
化
、

　

農
家
支
援
の
た
め
の
農
作
業
受
託
、

　

荒
廃
地
防
止
対
策
、
農
の
拠
点
運
営

　

事
業
を
行
う
。

〇
観
光
振
興
局

　
　

村
及
び
周
辺
地
域
の
資
源
を
活
用

　

し
、
観
光
、
農
林
水
産
業
、
商
工
業

　

の
連
携
を
図
り
、
地
域
経
済
の
活
性

　

化
を
進
め
る
。

〇
木
島
平
観
光
（
株
）

　
　

村
が
所
有
す
る
観
光
施
設
を
中
心

　

と
し
て
管
理
運
営
す
る
。

　

今
後
、
進
め
る
中
で
連
携
を
さ
ら
に

強
め
て
展
開
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
れ

ば
、
例
え
ば
、
事
業
統
合
な
ど
、
必
要

に
応
じ
て
検
討
を
し
て
い
き
た
い
。

再
質
問

　

観
光
振
興
局
は
、
観
光
協
会
と
産
業

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
議
会
の
組
織
統
合
に

よ
り
観
光
地
域
づ
く
り
を
行
う
舵
取

り
と
な
る
法
人
と
し
て
設
立
さ
れ
た
。

ト
ッ
プ
に
副
村
長
が
お
り
、
観
光
地
域

づ
く
り
の
司
令
塔
で
あ
る
。

　

観
光
振
興
局
が
各
組
織
を
ま
と
め
上

げ
内
部
改
革
を
断
行
す
べ
き
だ
と
思
う

が
。

副
村
長

　

観
光
振
興
局
が
で
き
２
年
近
く
に
な

ろ
う
と
し
て
い
る
。
期
待
さ
れ
た
よ
う

な
取
り
組
み
に
な
っ
て
い
く
よ
う
事
務

局
会
議
を
開
き
検
討
し
て
い
き
た
い
。

質　

問

　

農
村
交
流
館
３
階
講
師
室
、
里
山
の

家
３
階
の
活
用
で
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン（
※
１
）

を
検
討
で
き
な
い
か
。

産
業
課
長

　

い
ま
、
村
で
進
め
て
い
る
空
き
家
の

活
用
や
、
ス
キ
ー
場
を
中
心
と
し
た

宿
泊
施
設
な
ど
、
テ
レ
ワ
ー
ク
（
※
２
）

や
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
（
※
３
）
と

し
て
の
可
能
性
は
十
分
に
あ
る
と
考
え

て
い
る
。

　

特
に
宿
泊
事
業
者
の
皆
さ
ん
と
も
情

報
共
有
を
図
り
な
が
ら
、
需
要
と
供
給

の
バ
ラ
ン
ス
や
空
き
家
対
策
事
業
と
の

マ
ッ
チ
ン
グ
も
視
野
に
入
れ
、
十
分
に

検
討
の
余
地
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

再
質
問

　

地
方
創
生
臨
時
交
付
金
で
イ
ン
フ
ラ

整
備
を
す
る
チ
ャ
ン
ス
。
農
あ
る
暮
ら

し
と
リ
ゾ
ー
ト
テ
レ
ワ
ー
ク
（
遠
隔
勤

務
）
を
結
び
付
け
た
移
住
促
進
の
取
り

組
み
の
中
で
、
体
験
で
き
る
部
屋
と
し

て
整
備
し
て
い
く
べ
き
。
ア
フ
タ
ー
コ

ロ
ナ
の
村
の
あ
り
方
と
し
て
、
復
旧
で

は
な
く
復
興
と
捉
え
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
よ

う
で
は
な
い
か
。

村　

長

　

タ
イ
ミ
ン
グ
的
に
も
今
チ
ャ
ン
ス
が

き
て
い
る
と
思
っ
て
い
る
。
村
と
し
て

も
的
確
に
捉
え
て
対
応
し
て
い
き
た
い
。

質　

問

　

岳
北
地
域
高
校
の
魅
力
づ
く
り
研
究

協
議
会
が
ス
タ
ー
ト
し
、
第
１
回
農
林

高
校
部
会
が
開
か
れ
た
。

①
魅
力
づ
く
り
プ
ラ
ン
を
小
・
中
学
生

や
そ
の
保
護
者
に
ど
の
よ
う
に
Ｐ
Ｒ

し
て
い
く
の
か
。

②
現
時
点
の
要
望
と
応
援
強
化
に
ど
の

よ
う
に
対
処
し
て
い
く
の
か
。

教
育
長

①
農
林
高
校
生
の
活
動
が
マ
ス
コ
ミ
に

取
り
上
げ
ら
れ
る
な
ど
、日
常
の「
農

林
高
校
生
の
活
動
の
今
」
を
Ｐ
Ｒ
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
中
学
生
や
保
護

者
の
目
に
も
と
ま
り
、「
農
林
高
校

の
魅
力
」
に
貢
献
し
て
い
く
と
考
え

て
い
る
。

　
「
農
林
高
校
部
会
」
で
出
さ
れ
る
「
魅

力
づ
く
り
の
意
見
・
提
案
」
の
中
に
、

取
り
組
め
そ
う
な
も
の
が
あ
れ
ば
柔

軟
な
対
応
も
考
え
て
い
き
た
い
。

　

ま
た
、
村
の
「
高
校
生
等
に
よ
る
地

域
活
動
支
援
事
業
補
助
金
」
を
活
用

し
、
農
林
高
校
の
魅
力
化
に
つ
な
げ

る
。

②
「
冬
期
に
お
け
る
通
学
手
段
」
に
つ

い
て
「
農
林
高
校
部
会
」
で
協
議
の

場
を
設
け
た
い
。

再
質
問

　

農
林
高
校
部
会
で
は
、
村
と
し
て
で

き
る
こ
と
、
岳
北
地
域
で
応
援
で
き
る

こ
と
を
考
え
て
い
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

こ
れ
か
ら
の
農
と
自
然
の
あ
り
方
を
語

れ
る
講
演
等
、
今
で
き
る
こ
と
を
在
校

生
に
投
げ
か
け
て
い
た
だ
き
た
い
。

村　

長

　

農
林
高
校
部
会
で
様
々
な
案
が
出
て

き
て
い
る
。
で
き
る
か
、
で
き
な
い
か

で
は
な
く
、
で
き
る
こ
と
は
や
っ
て
い

く
、
で
き
な
い
も
の
は
ど
う
し
た
ら
で

き
る
よ
う
に
な
る
か
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
。
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２
．国
が
提
唱
す
る「
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
」

に
つ
い
て

質　

問

村　

長

再
質
問

副
村
長

山本　隆樹  議員

※
１ 

ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
は

　

「
ワ
ー
ク
」
（
労
働
）
と
「
バ
ケ
ー
シ
ョ

ン
」
（
休
暇
）
を
組
み
合
わ
せ
た
造
語
。

※
２ 

テ
レ
ワ
ー
ク
と
は

　

通
信
機
器
の
活
用
等
に
よ
り
、
時
間
や

場
所
に
と
ら
わ
れ
な
い
柔
軟
な
働
き
方
の

こ
と
。

※
３ 

サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
と
は

　

本
社
か
ら
離
れ
た
場
所
に
設
置
す
る
小

規
模
な
オ
フ
ィ
ス
の
こ
と
。

１
．
村
の
観
光
行
政
に
つ
い
て

質　

問

産
業
課
長

再
質
問

３
．
下
高
井
農
林
高
校
の

存
続
に
つ
い
て

質　

問

村　

長

再
質
問

教
育
長

産
業
課
長



質　

問

①
新
型
コ
ロ
ナ
に
よ
る
学
校
休
業
に
伴
う

　

実
態
調
査
（
小
中
学
生
・
保
護
者
）
の

結
果
・
意
見
を
踏
ま
え
、コ
ロ
ナ
禍
（
感

染
拡
大
時
）
に
お
い
て
も
、
子
ど
も

た
ち
に
と
っ
て
、「
適
切
な
環
境
づ
く

り
」と「
村
独
自
の
対
応
策
」の
検
討
を
。

②
「
教
育
大
綱
体
系
図
の
作
成
」「
教
育
・

子
育
て
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
充
実
」
に

向
け
た
進
捗
状
況
は
。

③
高
齢
者
に
と
っ
て
「
交
流
」「
軽
運
動
」

等
は
、
認
知
症
予
防
や
身
体
機
能
の

維
持
に
必
須
。
中
止
事
業
の
代
替
策
を
。

教
育
長

①
校
長
・
園
長
会
を
基
本
組
織
と
し
（
場

合
に
よ
っ
て
は
児
童
ク
ラ
ブ
室
長
を

含
め
）
検
討
。
機
を
逃
さ
ず
随
時
適

時
の
中
で
の
対
応
を
考
え
て
い
る
。

②
「
体
系
図
」
は
も
う
少
し
時
間
が
必
要
。

「
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
充
実
」
は
、
政
策

情
報
係
、
移
住
定
住
推
進
係
と
共
同

歩
調
で
取
り
組
み
た
い
。

生
涯
学
習
課
長

③
ふ
う
太
ネ
ッ
ト
、
村
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
、

　

オ
ン
ラ
イ
ン
配
信
等
を
活
用
し
、
積
極

的
に
展
開
を
図
っ
て
い
く
。

質　

問

①
新
た
な
視
点
、
今
ま
で
と
全
く
違
う
発

想
、
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
の
設
定
な
ど
も

必
要
。
観
光
関
係
者
一
丸
と
な
っ
て
知

恵
を
絞
り
、
ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ
た
対

応
、
打
っ
て
出
る
姿
勢
が
大
事
。「
観

光
振
興
局
」
の
果
た
す
役
割
は
大
き
い
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
の
誘
客
の
検
討
、
取
り
組

み
の
状
況
は
。

②
冬
の
誘
客
に
は
「
ス
キ
ー
＆
ボ
ー
ド
以

外
で
も
楽
し
め
る
引
き
出
し　
（
木
島

平
あ
そ
び
）」
を
い
か
に
多
く
ア
ピ
ー

ル
で
き
る
か
が
大
事
。
少
雪
や
天
候

に
か
か
わ
ら
ず
楽
し
め
る
こ
と
の
強

化
や
ア
ピ
ー
ル
が
客
層
を
広
げ
、
周

辺
ス
キ
ー
場
と
の
差
別
化
に
つ
な
が

る
。
具
体
的
な
行
動
計
画
は
。

副 

村 

長
（
観
光
振
興
局
代
表
理
事
）

①
皆
で
知
恵
を
出
し
合
い
、
協
力
し
て
村

の
観
光
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
体
制
を
早

急
に
作
っ
て
い
き
た
い
。

②
ス
キ
ー
に
比
べ
、
Ｐ
Ｒ
が
広
が
る
の
に

時
間
が
か
か
る
と
思
う
。
地
道
な
対

応
も
必
要
か
と
思
う
。

産
業
課
長

①
広
域
で
電
動
自
転
車
を
活
用
し
た
取
り

組
み
を
実
施
。
根
塚
な
ど
歴
史
的
資
源
、

樽
川
沿
い
の
堤
防
か
ら
見
る
田
園
風
景
、

林
道
な
ど
、
村
の
資
源
の
活
用
も
検
討

し
、
自
転
車
の
み
な
ら
ず
、
歩
い
て
回

る
コ
ー
ス
の
見
え
る
化
も
進
め
た
い
。

②
関
係
者
と
一
緒
に
考
え
る
場
を
作
り
な

が
ら
、
一
緒
に
考
え
て
い
き
た
い
。
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質　

問

質　

問

産
業
課
長

江田 宏子  議員

　
質　

問

　

コ
ロ
ナ
禍
で
、
当
面
、
以
前
の
よ
う
な

入
り
込
み
が
期
待
で
き
な
い
。
永
久
的
な

赤
字
補
填
は
、
村
財
政
、
ひ
い
て
は
村
の

事
業
へ
も
影
響
大
で
あ
る
。
観
光
施
設
や

指
定
管
理
の
あ
り
方
、
三
セ
ク
の
抜
本
的

改
革
に
向
け
た
検
討
が
急
務
で
は
な
い
か
。

〔
９
月
補
正
予
算
関
係
〕

①
リ
フ
ト
券（
国
交
付
金
対
応
）が
完
売
で

き
な
い
と
村
負
担
が
増
え
る
見
込
み
だ

が
、販
売
戦
略
は
。ま
た
、完
売
で
き
な

い
場
合
の
対
応
と
国
交
付
金
の
扱
い
は
。

②
指
定
管
理
施
設
事
業
継
続
支
援
（
馬

曲
温
泉
と
ス
キ
ー
場
に
１
４
０
０
万

円
＝
国
費
対
応
）
は
、
単
な
る
赤
字

補
填
で
は
お
金
が
生
き
な
い
。
意
識

次
第
で
、
計
画
・
行
動
・
使
途
が
変
わ
っ

て
く
る
。
運
営
の
見
直
し
、
収
益
確

保
に
向
け
た
取
り
組
み
等
を
三
セ
ク

に
求
め
る
考
え
は
。

③
４
月
以
降
の
経
営
見
通
し
と
、
運
営
が

継
続
で
き
な
い
場
合
の
対
応
は
。

〔
改
革
に
つ
い
て
〕

④
ス
キ
ー
場
と
馬
曲
温
泉
の
会
計
分
離

（
村
会
計
）
の
理
由
、
メ
リ
ッ
ト
と
デ

メ
リ
ッ
ト
は
。

⑤
三
セ
ク
に
派
遣
予
定
の
管
理
職
級
職
員

の
「
位
置
づ
け
」「
役
割
」
は
。

　

ま
た
、
導
入
予
定
の
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

会
社
に
「
求
め
る
こ
と
・
役
割
」
は
。

⑥
過
去
に
策
定
さ
れ
た
改
革
プ
ラ
ン
や
、

議
会
か
ら
出
さ
れ
た
「
意
見
・
要
望
書
」

等
を
踏
ま
え
、
村
長
の
決
意
を
伺
う
。

村　

長

①
リ
フ
ト
券
半
額
、
宿
泊
者
へ
の
無
料
リ

フ
ト
券
な
ど
で
誘
客
に
つ
な
げ
た
い
。

特
に
日
帰
り
圏
へ
の
Ｐ
Ｒ
を
強
化
。

　

完
売
で
き
な
い
場
合
、
持
続
化
給
付
金

な
ど
、
他
事
業
へ
の
組
み
換
え
等
で
、

柔
軟
に
対
応
し
、
有
効
に
活
用
し
た
い
。

②
経
費
削
減
、
ま
た
、
新
た
な
収
益
確
保

に
向
け
て
、
準
備
・
検
討
を
進
め
て

い
る
。

③
誘
客
対
策
の
効
果
が
出
れ
ば
、
経
営
の

持
続
は
可
能
だ
が
、
最
悪
の
シ
ナ
リ

オ
に
な
る
と
、
人
員
含
め
、
三
セ
ク

の
規
模
縮
小
は
必
要
。
そ
う
な
ら
な

い
よ
う
最
善
を
尽
く
し
た
い
。

④
２
施
設
は
地
域
経
済
に
果
た
す
役
割

が
大
き
く
、
公
益
性
が
あ
る
と
判
断

し
た
。
メ
リ
ッ
ト
は
、
国
交
付
金
の

使
途
を
明
確
に
し
、
村
負
担
を
軽
減

す
る
こ
と
。
デ
メ
リ
ッ
ト
は
、
収
支

が
悪
化
す
る
と
、
村
負
担
が
増
え
る
。

村
と
し
て
は
負
担
が
増
え
な
い
よ
う
、

適
正
な
管
理
運
営
と
利
益
追
求
、
経

費
の
節
減
に
努
め
る
。

⑤
「
派
遣
職
員
」
に
は
、改
革
担
当
と
し
て
、

会
社
の
中
の
意
識
改
革
や
意
思
疎
通

の
た
め
の
役
割
を
担
っ
て
も
ら
う
。

　
「
コ
ン
サ
ル
」
は
、
単
に
現
状
分
析
や
報

告
書
の
提
出
で
は
な
く
、
経
営
や
運
営

に
関
わ
っ
て
も
ら
う
こ
と
も
考
え
て
い
る
。

⑥
人
事
、
組
織
、
事
業
形
態
、
指
定
管
理

等
、
抜
本
的
に
再
検
討
し
、
村
民
の

皆
さ
ん
に
必
要
と
感
じ
て
も
ら
え
る

会
社
と
し
て
再
ス
タ
ー
ト
し
た
い
。

　

10
月
早
々
に
検
討
を
進
め
た
い
。

村　

長

質　

問
３
．
第
三
セ
ク
タ
ー
の
課
題
と　

観
光
関
連
の
補
正
予
算
に
つ
い
て

１
．教
育
委
員
会
の
各
対
応
に
つ
い
て 

２
．
こ
れ
か
ら
の
誘
客
に
向
け
て

教
育
長

生
涯
学
習
課
長

副
村
長
（
観
光
振
興
局
代
表
理
事
）
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質　

問

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
対
応
地
方

創
生
臨
時
交
付
金
の
二
次
分
の
１
億
９
３

０
０
万
円
の
う
ち
、
８
１
８
８
万
円
が
ス

キ
ー
場
に
関
連
す
る
企
業
を
救
済
す
る
為

に
補
正
予
算
に
計
上
さ
れ
て
い
る
。

①
こ
の
臨
時
交
付
金
の
使
途
は
バ
ラ
ン
ス

を
欠
い
て
い
る
。
木
島
平
観
光
（
株
）

の
救
済
に
見
え
る
が
ど
う
か
。

②
内
閣
府
が
言
っ
て
い
る
「
将
来
を
見
据

え
た
取
り
組
み
」
に
な
っ
て
い
な
い

と
考
え
る
が
ど
う
か
。

③
３
種
類
の
リ
フ
ト
半
額
補
助
と
指
定
管

理
費
の
合
計
９
２
６
０
万
円
は
村
長

が
自
ら
代
表
を
務
め
る
木
島
平
観
光

（
株
）
へ
の
利
益
供
与
に
見
え
る
。

④
ス
キ
ー
場
関
連
企
業
と
ス
キ
ー
客
に
恩

恵
が
あ
る
が
、
大
多
数
の
村
民
に
は

何
の
メ
リ
ッ
ト
も
な
い
。
公
金
の
使

用
目
的
と
し
て
相ふ

さ
わ応
し
く
な
い
。

村　

長

①
村
の
冬
季
産
業
の
中
心
で
あ
る
ス
キ
ー

場
へ
の
誘
客
を
図
る
こ
と
が
雇
用
の

確
保
、
事
業
者
支
援
に
な
る
。

②
各
自
治
体
の
判
断
で
使
用
で
き
、
使
途

に
制
限
は
な
い
。

③
リ
フ
ト
売
上
と
臨
時
交
付
金
は
ス
キ
ー

場
運
営
に
使
い
、
他
の
部
門
に
は
充

当
し
な
い
。

④
多
様
な
形
で
多
く
の
村
民
が
関
わ
っ
て

い
る
。

再
質
問

❶
自
分
の
お
金
な
ら
、
こ
の
よ
う
な
使
い

方
を
す
る
の
か
。

❷
一
部
の
企
業
に
利
益
を
誘
導
す
る
の
は

背
任
行
為
に
当
た
る
の
で
は
な
い
か
。

❸
他
に
充
当
し
な
い
こ
と
を
ど
う
や
っ
て

検
証
す
る
の
か
。

❹
多
く
の
村
民
と
い
う
大
雑
把
な
形
で
は

な
く
具
体
的
な
数
字
を
示
し
て
い
た

だ
き
た
い
。

村　

長

❶
返
答
で
き
か
ね
る
。

❷
（
私
は
）
観
光
（
株
）
か
ら
給
料
を
も

ら
っ
て
い
な
い
。

❸
こ
れ
ま
で
も
部
門
ご
と
に
管
理
を
し
て

き
た
が
、
さ
ら
に
厳
格
に
し
た
い
。

❹
観
光
業
全
体
で
大
き
な
収
入
に
な
っ
て

い
る
。

再
々
質
問

㋐
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
に
依
頼
す
る
と
の
話

を
さ
れ
た
が
、
自
分
の
手
に
余
る
の

で
さ
じ
を
投
げ
た
と
い
う
こ
と
か
。

㋑
６
月
議
会
で「
経
営
責
任
は
私
に
あ
る
」

と
答
え
て
い
る
が
、
今
後
は
自
分
の

経
営
責
任
を
し
っ
か
り
自
覚
し
て
ほ

し
い
。
う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
時
に

は
ど
の
よ
う
な
責
任
の
取
り
方
を
す

る
の
か
。

村　

長

㋐
さ
じ
を
投
げ
た
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、

専
門
的
な
知
見
を
持
っ
て
い
る
人
に

ア
ド
バ
イ
ス
を
頂
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

㋑
村
長
と
し
て
、
社
長
と
し
て
ス
キ
ー
場

の
営
業
を
継
続
、
第
三
セ
ク
タ
ー
の

経
営
改
革
に
責
任
を
も
っ
て
あ
た
る
。

質　

問

　

令
和
元
年
度
の
決
算
が
示
さ
れ
た
。

下
水
道
特
別
会
計
は
、
94
万
３
千
円
の

黒
字
だ
が
、
内
訳
を
み
る
と
一
般
会
計

か
ら
２
億
７
６
９
４
万
４
千
円
を
繰
り

入
れ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
１
月
に

「（
財
）
長
野
県
下
水
道
公
社
（
以
下
、
公

社
と
い
う
）
へ
の
総
合
一
括
管
理
委
託
」

が
提
案
さ
れ
た
。
目
的
は
下
水
道
法
22
条

で
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
有
資
格
者
の
確

保
で
あ
っ
た
。
新
た
に
委
託
料
８
０
０
万

円
が
か
か
る
。
法
令
違
反
は
放
置
で
き
な

い
が
、
さ
ら
な
る
一
般
会
計
か
ら
の
繰
り

入
れ
も
避
け
た
い
。

　

担
当
課
か
ら
渡
さ
れ
た
資
料
に
あ
っ
た

平
成
26
年
以
降
、
公
社
に
委
託
し
た
４
市

町
村
の
担
当
者
に
話
を
聞
い
て
み
る
と
非

常
に
良
い
印
象
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
分

か
っ
た
。
３
月
議
会
で
公
社
委
託
が
承
認

さ
れ
た
が
、
そ
の
後
、
何
ら
か
の
効
果
が

出
て
い
る
か
。

村　

長

　

下
水
道
法
22
条
の
法
令
違
反
の
状
態
を

改
め
る
た
め
に
公
社
委
託
を
し
た
が
、
新

た
に
委
託
料
７
５
４
万
１
６
０
０
円
か

か
っ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
村
で
技
術
者
を

雇
用
す
る
必
要
が
な
く
な
っ
た
。

建
設
課
長

　

公
社
委
託
か
ら
半
年
間
の
成
果
は
大
規

模
修
繕
で
６
８
６
万
円
、
産
業
廃
棄
物
処

理
で
15
万
円
、
下
水
道
事
業
業
務
継
続
計

画
で
91
万
円
の
支
出
が
抑
え
ら
れ
た
。

　

ま
た
災
害
時
に
は
公
社
を
介
す
る
こ
と

に
よ
り
、
長
野
県
内
各
地
か
ら
必
要
な
人

材
と
機
材
を
調
達
す
る
体
制
を
整
え
た
。

　

通
常
の
維
持
管
理
業
務
で
も
細
か
い
ア

ド
バ
イ
ス
を
し
て
も
ら
っ
て
い
る
。

再
質
問

　

一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
を
な
る
べ
く

減
ら
す
よ
う
継
続
し
て
努
力
し
て
い
た
だ

き
た
い
。
今
後
、
戸
数
の
減
少
、
設
備
の

老
朽
化
な
ど
、
今
の
下
水
道
が
維
持
で
き

な
く
な
る
恐
れ
が
あ
る
。
今
か
ら
方
策
を

考
え
て
お
く
べ
き
と
考
え
る
が
。

建
設
課
長

　

山
積
し
て
い
る
課
題
を
精
査
し
て
、
今

後
対
応
し
て
い
く
。

２
．（
財
）長
野
県
下
水
道
公
社
へ
の

総
合
一
括
管
理
委
託
つ
い
て
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質　

問

質　

問

１
．新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
対
応

　

地
方
創
生
臨
時
交
付
金
の
活
用

に
つ
い
て

建
設
課
長

丸山 邦久  議員

村　

長

再
質
問

村　

長

再
々
質
問

再
質
問

建
設
課
長

村　

長

村　

長



質　

問

①
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
の
時
代
、
第
６
次
振

興
計
画
に
あ
る
、
村
の
ハ
ー
ド
・
ソ

フ
ト
体
制
で
、
交
流
産
業
を
振
興
で

き
る
の
か
。

②
異
常
気
象
下
、
良
食
味
米
の
品
質
低

下
が
懸
念
さ
れ
る
。
米
以
外
の
作
目
の

振
興
時
期
に
来
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

③
６
次
産
業
振
興
で
整
備
さ
れ
た
加
工

施
設
は
、
現
状
の
村
農
業
と
マ
ッ
チ

し
て
い
る
の
か
。

村　

長

①
コ
ロ
ナ
以
前
に
戻
る
こ
と
は
難
し
い

が
、
収
束
に
向
け
、
交
流
事
業
の
推

進
に
向
け
た
準
備
は
必
要
。

②
異
常
気
象
で
、
稲
の
倒
伏
が
多
い
状

況
下
、
米
は
村
に
と
っ
て
重
要
な
産

業
。
豊
作
を
期
待
し
た
い
。

産
業
課
長

①
振
興
計
画
に
交
流
産
業
、
滞
在
型
観

光
の
振
興
を
謳
っ
て
い
る
。
感
染
拡
大

地
域
と
の
交
流
は
慎
重
に
、
地
元
の

皆
さ
ん
の
旅
行
も
含
め
、
リ
ピ
ー
ト

率
が
上
が
る
事
業
展
開
を
進
め
た
い
。

②
温
暖
化
が
悪
影
響
ば
か
り
で
な
く
、

有
休
荒
廃
農
地
の
活
用
方
法
、
振
興

野
菜
の
拡
大
、
他
作
物
の
振
興
な
ど
、

県
、Ｊ
Ａ
等
連
携
、研
究
を
進
め
た
い
。

③
高
付
加
価
値
農
業
の
た
め
、
農
家
自

身
が
活
用
・
研
究
で
き
、
農
林
高
校

生
の
活
用
等
も
含
め
、
小
回
り
の
利

く
体
制
を
検
討
し
た
い
。

再
質
問

❶
常
に
マ
ス
ク
を
す
る
新
し
い
生
活
様

式
の
下
、
感
染
予
防
の
環
境
整
備
が

整
っ
た
村
と
し
て
、
交
流
産
業
を
推

進
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

❷
目
標
は
「
６
次
産
業
」
で
あ
り
、
現

状
、
農
産
物
加
工
ま
で
の
認
識
で
展

開
す
べ
き
で
は
な
い
の
か
。

産
業
課
長

❶
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
チ
ャ
ン
ス
が

来
て
い
る
認
識
は
あ
る
。
移
住
定
住

セ
ミ
ナ
ー
な
ど
活
用
し
、
更
に
進
行

し
た
い
。

❷
今
あ
る
施
設
を
活
用
し
、
１
次
産
業

の
農
業
と
結
び
付
け
、
取
り
組
み
を

進
め
た
い
。

質　

問

①
第
８
次
老
人
福
祉
計
画
・
介
護
保

険
事
業
計
画
の
策
定
が
進
ん
で
い
る
。

高
齢
化
が
進
み
、
村
民
意
識
も
変
わ

り
つ
つ
あ
り
、
介
護
保
険
会
計
の
規

模
も
創
設
当
初
の
２
倍
と
な
っ
て
い

る
。
今
後
の
介
護
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら

れ
る
の
か
。 

村　

長

　

４
月
１
日
時
点
の
高
齢
化
率
は
40
％

と
推
計
さ
れ
る
。
将
来
と
も
、
住
民
福

祉
は
、
守
る
べ
き
課
題
で
あ
る
。

民
生
課
長

①
地
域
共
生
社
会
づ
く
り
に
取
り
組
み
、

今
後
の
介
護
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
い
き

た
い
。

再
質
問

❶
村
民
の
将
来
余
命
と
健
康
寿
命
の
差

は
い
か
が
か
。

❷
コ
ロ
ナ
禍
、
従
来
の
衛
生
・
保
健
指

導
で
村
民
の
健
康
・
命
は
守
れ
る
か
。

高
齢
者
の
致
死
率
は
高
い
と
の
情
報

も
あ
る
が
。

民
生
課
長

❶
村
独
自
の
デ
ー
タ
は
な
い
。
自
立
し

た
生
活
が
長
く
保
て
る
介
護
予
防
事

業
の
充
実
を
図
る
。

❷
従
来
の
事
業
を
過
度
に
控
え
る
悪
影

響
が
指
摘
さ
れ
、
感
染
症
拡
大
対
策

を
徹
底
し
、
事
業
を
展
開
し
て
い
る
。

再
々
質
問

㋐
村
事
業
で
の
感
染
症
対
策
だ
け
で
な

く
村
民
全
体
の
感
染
症
対
策
は
ど
う

な
っ
て
い
る
か
。

㋑
観
光
振
興
局
の
会
員
へ
の
感
染
症
対

策
は
言
及
さ
れ
た
が
、
組
織
外
の
事

業
者
へ
は
、
だ
れ
が
対
応
す
る
の
か
。

㋒
高
齢
者
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予

防
接
種
を
早
め
に
と
の
指
導
が
あ
る
。

耐
性
期
を
長
く
す
る
た
め
、
２
回
接

種
は
で
き
な
い
か
。

民
生
課
長

㋐
３
密
を
避
け
、
手
洗
い
の
徹
底
な
ど
、

広
く
周
知
し
た
い
。

32

質　

問
１
．「
こ
れ
か
ら
の
農
村
を
生
き
る
」村
の

方
向
性
を
修
正
す
べ
き
で
は
な
い
か

㋑
食
品
衛
生
協
会
等
と
連
携
し
、
感
染

予
防
を
進
め
た
い
。

㋒
難
し
い
が
、
検
討
す
る
。

質　

問

①
７
月
15
日
の
豪
雨
で
、
多
く
の
被
害

が
出
た
。
水
田
は
、
数
年
お
き
に
土

手
を
固
め
る
必
要
が
あ
る
が
、
災
害

対
策
基
盤
は
万
全
だ
っ
た
の
か
。

②
村
内
農
地
は
、
樽
川
の
バ
ッ
ク
ウ
ォ

　

ー
タ
ー
で
冠
水
す
る
た
め
、
実
質
遊

水
地
に
な
っ
て
い
る
。
良
食
味
米
に

窒
素
分
の
過
剰
は
命
取
り
に
な
る
が
。

村　

長

①
自
然
災
害
を
未
然
に
防
ぐ
こ
と
は
困

難
。
日
頃
の
準
備
、
訓
練
、
命
を
守

る
た
め
の
情
報
発
信
が
重
要
。

②
千
曲
川
本
流
は
、
緊
急
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
や
北
信
地
域
千
曲
川
改
修
期
成
同

盟
会
を
通
じ
、
要
望
し
て
い
く
。
今

回
発
表
の
狭き

ょ
う
さ
く窄

部
の
改
修
も
下
流
域

に
配
慮
す
る
よ
う
要
望
し
て
い
く
。

総
務
課
長

①
各
課
の
警
戒
体
制
に
入
る
た
め
の
雨

量
基
準
を
設
定
し
、
早
期
対
応
や
情

報
収
集
・
情
報
発
信
が
で
き
る
よ
う

取
り
組
む
。

産
業
課
長

①
堤
防
が
な
い
農
地
で
あ
り
、
遊
水

化
し
て
い
る
現
状
を
国
・
県
に
伝
え
、

有
事
の
際
の
災
害
認
定
を
要
望
す
る
。

２
．
村
民
福
祉
の
確
保
は
可
能
か

総
務
課
長

土屋喜久夫  議員

３
．災
害
に
対
す
る
村
内
基
盤
は
十
分
か

村　

長

産
業
課
長

再
質
問

村　

長

産
業
課
長

質　

問

再
質
問

民
生
課
長

再
々
質
問

民
生
課
長

村　

長

質　

問

産
業
課
長

民
生
課
長



質　

問

　

木
島
平
観
光
株
式
会
社（
以
下「
観
光

（
株
）」と
い
う
。）は
、記
録
的
な
寡
雪
、

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
感
染
拡
大
な
ど

の
影
響
を
大
き
く
受
け
、昨
年
度
の
決

算
は
約
１
億
円
近
い
大
き
な
赤
字
。

　

し
か
し
、
村
は
「
ス
キ
ー
場
は
公
共

性
が
極
め
て
高
い
施
設
。
営
業
し
な
い

と
い
う
選
択
肢
は
考
え
ら
れ
な
い
。
今

シ
ー
ズ
ン
か
ら
は
村
が
赤
字
分
を
負
担
、

そ
の
財
源
は
国
か
ら
交
付
さ
れ
る
地
方

創
生
臨
時
交
付
金
を
充
当
す
る
」
と
い

う
考
え
方
を
示
し
た
。

①
観
光（
株
）自
身
が
、立
て
直
し
に
向

け
て
本
気
で
取
り
組
む
こ
と
が
大
事
。

　

公
共
施
設
だ
か
ら
と
か
第
三
セ
ク

タ
ー
だ
か
ら
と
い
う
こ
と
で
、
無
条

件
同
然
で
村
が
赤
字
を
補
填
す
る
と

い
う
こ
と
で
は
、
村
民
の
理
解
が
得

ら
れ
な
い
と
思
う
が
ど
う
か
。

②
ス
キ
ー
場
や
ホ
テ
ル
等
は
老
朽
化
が

進
ん
で
お
り
、
村
の
実
施
計
画
を
見

る
と
、
今
後
そ
の
修
繕
費
が
多
額
に

な
る
見
込
み
。

　
　

そ
こ
に
、今
後
も
多
額
の
赤
字
が
続

村　

長

❶
倒
産
す
る
。
貸
付
金
は
債
権
放
棄
、

債
務
保
証
し
て
い
る
も
の
は
、
村
が

責
任
を
負
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

❷
社
長
と
い
う
立
場
で
、
中
心
に
な
っ

て
取
り
組
ん
で
い
く
。

再
々
質
問

㋐
来
年
の
３
月
に
は
、
令
和
３
年
度

の
予
算
案
が
議
会
に
提
出
さ
れ
る
。

第
三
セ
ク
タ
ー
の
在
り
方
や
施
設

管
理
方
針
の
見
直
し
、
個
別
の
施

設
計
画
は
予
算
に
関
係
す
る
。
早

め
に
結
論
を
。

㋑
国
か
ら
交
付
さ
れ
る
地
方
創
生
臨
時

交
付
金
の
申
請
期
限
が
９
月
18
日
と

な
っ
て
い
る
が
、
ス
キ
ー
場
や
第
三

セ
ク
タ
ー
関
連
の
予
算
が
可
決
さ
れ

な
か
っ
た
場
合
、
そ
の
分
の
金
額
が

国
か
ら
も
ら
え
な
く
な
る
の
か
。

㋒
立
て
直
し
に
向
け
て
村
長
の
意
気
込

み
、
決
意
表
明
を
。

村　

長

㋐
で
き
る
だ
け
早
め
と
考
え
て
い
る
。

㋑
せ
っ
か
く
つ
い
た
臨
時
交
付
金
を
、

村
の
た
め
に
し
っ
か
り
と
役
立
て
て

い
き
た
い
。

㋒
村
に
と
っ
て
観
光
は
農
業
に
次
ぐ
大

き
な
産
業
。
そ
れ
を
し
っ
か
り
と
維

持
す
る
た
め
の
形
は
将
来
と
も
残
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　
　

観
光
（
株
）
の
在
り
方
、
村
の
観

光
施
設
の
管
理
の
在
り
方
、
村
の
観

光
を
支
え
て
い
く
体
制
の
在
り
方
に

つ
い
て
、
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
く
。

き
、そ
れ
を
補
填
す
る
よ
う
で
は
、村

の
今
後
の
財
政
運
営
上
重
荷
と
な
る
。

　

不
採
算
部
門
の
施
設
の
見
直
し
が
必

要
で
は
な
い
か
。

③
来
年
以
降
に
向
け
て
ス
キ
ー
場
の
立

て
直
し
を
図
る
と
し
て
い
る
が
、
立

て
直
せ
る
見
込
み
が
あ
る
の
か
。

④
ス
キ
ー
場
関
連
の
補
正
予
算
（
案
）

が
可
決
し
な
か
っ
た
場
合
、
観
光

（
株
）
は
ど
う
な
る
の
か
。

⑤
第
三
セ
ク
タ
ー
の
立
て
直
し
の
た
め

に
、
課
長
級
の
職
員
１
名
を
派
遣
す

る
と
い
う
が
、
１
名
で
足
り
る
の
か
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
活
用
は
で
き

な
い
か
。

⑥
役
場
庁
内
の
強
力
な
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

と
、
派
遣
職
員
に
思
い
切
っ
た
権
限

を
与
え
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
ど

う
か
。

村　

長

①
観
光
（
株
）
自
身
が
本
気
で
取
り
組

む
必
要
が
あ
り
、
そ
の
た
め
の
意
識

改
革
を
行
う
た
め
、
職
員
を
派
遣
し
、

専
門
の
コ
ン
サ
ル
の
活
用
を
考
え
て

い
る
。

　
　

今
回
の
予
算
の
主
な
内
容
は
、
赤

字
補
填
と
い
う
よ
り
、
ス
キ
ー
場
を

運
営
す
る
た
め
の
財
源
を
ど
う
確
保

す
る
か
と
い
う
こ
と
。
地
方
創
生
臨

時
交
付
金
は
コ
ロ
ナ
対
策
全
般
に
活

用
し
て
い
く
が
、
打
撃
を
受
け
て
い

る
産
業
の
再
生
も
大
き
な
目
的
。

②
村
の
将
来
へ
の
財
政
負
担
を
で
き
る

だ
け
軽
減
す
る
た
め
、
第
三
セ
ク

議会だより 2020.11（No.231）

タ
ー
の
在
り
方
や
施
設
管
理
方
針
の

見
直
し
、
個
別
の
施
設
計
画
に
つ
い

て
も
早
期
に
進
め
て
い
く
。

③
地
域
経
済
活
性
化
の
た
め
の
地
方
創

生
臨
時
交
付
金
を
有
効
に
活
用
し
、

新
型
コ
ロ
ナ
対
策
を
し
っ
か
り
し
な

が
ら
、
ス
キ
ー
場
へ
の
誘
客
対
策
を

し
て
い
く
こ
と
が
、
今
後
の
木
島
平

ス
キ
ー
場
の
活
性
化
に
結
び
付
く
。

④
予
算
が
否
決
さ
れ
、臨
時
交
付
金
を

活
用
し
な
い
と
な
れ
ば
一
般
財
源
で

赤
字
補
填
す
る
こ
と
に
な
る
が
、一
層

御
理
解
は
難
し
い
と
考
え
る
。そ
の

場
合
、ス
キ
ー
場
は
オ
ー
プ
ン
で
き
ず
、

観
光（
株
）は
継
続
で
き
な
い
。

　
　

同
時
に
、
ス
キ
ー
場
で
主
な
収
入

を
得
て
い
る
他
の
宿
泊
事
業
者
な
ど

も
事
業
継
続
が
困
難
に
な
る
。

⑤
⑥
今
の
と
こ
ろ
考
え
て
い
る
職
員
の

派
遣
は
１
名
。

　
　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
活
用
は
、良

い
人
材
が
い
れ
ば
前
向
き
に
検
討
す
る
。

　

派
遣
職
員
が
社
内
で
し
っ
か
り
と
活

躍
で
き
る
権
限
が
必
要
。
関
係
の
課
、

係
だ
け
で
な
く
、
私
も
含
め
、
多
方

面
か
ら
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
。

再
質
問

❶
予
算
が
否
決
さ
れ
た
場
合
は
、
倒
産

す
る
と
い
う
こ
と
か
。
そ
の
場
合
に
、

村
の
出
資
金
、
貸
付
金
、
債
務
保
証

は
ど
う
な
る
の
か
。

❷
私
も
含
め
、
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
と

い
う
が
、
社
長
で
も
あ
る
村
長
の
ス

タ
ン
ス
は
。

33

村　

長

質　

問

村　

長

再
質
問

ス
キ
ー
場
対
策
と
第
三
セ
ク
タ
ー
の

立
て
直
し
に
つ
い
て

山﨑 栄喜  議員

村　

長

再
々
質
問
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わやか笑顔さん
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み
ん
な
で
歌
を
歌
っ
た
り

お
し
ゃ
べ
り
す
る
の
が

楽
し
み
で
す
。

木島平村社会福祉協議会のホームページが新しくなりました。
https://sites.google.com/view/kijima-syakyo/

大西　孝子さん（北鴨）
昭和11年10月生まれ

※
お
車
で
お
越
し
の
際
は
、
保
健

セ
ン
タ
ー
前
駐
車
場
へ
駐
車
し
て

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　

な
お
、
新
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
へ
の
移
転
に
伴
い
、
11
月
29

日
（
日
）
は
「
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
」
並
び
に
「
ひ
な
た
ぼ
っ

こ
」
は
終
日
休
業
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
利
用
者
様
や
、
そ
の

ご
家
族
の
皆
さ
ま
に
は
大
変
ご
迷

惑
を
お
掛
け
し
て
申
し
訳
ご
ざ
い

ま
せ
ん
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

11
月
30
日
（
月
）
か
ら
新
し
い

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
す
。
今
後
と
も
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

お
陰
様
で
、
か
ね
て
よ
り
建
設

を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
新
し
い

「
木
島
平
村
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
」
が
無
事
完
成
す
る
運
び
と

な
り
ま
し
た
。
建
設
中
は
地
域
の

皆
さ
ま
に
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け

い
た
し
ま
し
た
。
皆
さ
ま
の
ご
理

解
、
ご
協
力
に
深
く
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

　

新
し
く
な
り
ま
し
た
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
を
地
域
の
皆
さ
ま

に
ご
覧
い
た
だ
き
た
く
、
内
覧
会

を
開
催
い
た
し
ま
す
。
ど
な
た
で

も
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

新デイサービスセンター

内覧会のお知らせ
日
時　

11
月
28
日
（
土
）

　
　
　
　
　
　

10
時
～
13
時

場
所　

保
健
セ
ン
タ
ー
西
側

　
　
　
（
現
在
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

　
　
　

セ
ン
タ
ー
横
）

お
問
合
せ
先
　

　

木
島
平
村
社
会
福
祉
協
議
会　

　

☎
０
２
６
９
―

８
２
―

４
８
８
８

◦新しいホームページのお知らせ◦

　

予
約
は
不
要
で
す
。
時
間

中
は
自
由
に
出
入
り
し
て
い

た
だ
け
ま
す
。

テラス 物干し場 テラス

更衣・休憩室

厨房ＷＣ

通用口

食品庫

ポーチ
・
車寄 玄関 ホール

ＷＣ脇倉庫

相談室

利用者ＷＣ

更衣室 休憩室

静養室

食堂 機能回復訓練室

事務コーナー
一般浴室

脱衣室

洗
濯
室

ＷＣ

特
殊
浴
室

倉庫
機械室

救急隊進入口

施設平面図
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ご
近
所
同
士
で
つ
な
が
り
を
持

ち
、
助
け
合
い
、
支
え
合
い
活
動

の
定
着
に
向
け
た
地
域
づ
く
り
を

目
的
と
し
た
講
座
を
開
催
し
ま
し

た
。

　

講
座
で
は
、
近
隣
地
区
や
村
内

で
展
開
さ
れ
た〝
支
え
合
い
活
動
〟

の
事
例
を
も
と
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
基
本
の
〝
き
〟
に
つ
い
て
考

え
ま
し
た
。
自
分
の
地
域
で
ど
ん

な
こ
と
が
必
要
か
、
自
分
た
ち
に

で
き
そ
う
な
こ
と
は
何
か
を
考
え

ま
し
た
。

　

個
人
ワ
ー
ク
で
は
、
自
分
自
身

を
取
り
巻
く
〝
支
え
合
い
〟
の
環

境
を
改
め
て
見
つ
め
る
機
会
と
な

り
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
影
響
も
あ
り
〝
支
え
合
う

力
〟
が
今
ま
で
以
上
に
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
も
一
緒
に
考
え
て
み
ま

せ
ん
か
。

　新型コロナウイルスの影響から、今年度
はどのボランティア団体も例年通りの動き
ができない状況にあります。
　「もっと活動を知ってほしい」「仲間を増や
したい」など様々な思いがある中で、思うよ
うに動けないのは、もどかしいものです。
　各団体が情報交換の “ 場 ” とする、ボラ
ンティア運営委員会でも話し合いがなされ、
活動を知ってもらうため、ふう太ネットと
連携し活動紹介の番組を立ち上げました。
ふう太ネットで随時放送していきます。
　村内にある “支え合い” をご存じの方は、
是非社協までお知らせください。

　エコキャップの収集ボックス
を、役場、若者センター、農村
交流館に設置します。
　リサイクルで発生した料金は、
発展途上国の子どもたちの為の
ワクチン代、難病指定される
レット症候群の新薬開発の資金源となります。
　また、キャップの異物除去、分別の仕事を障がいを持つ方や
高齢者の方に行ってもらい、雇用創出・自立支援に繋げています。
　エコキャップ収集にご協力をよろしくお願いします。

地
域
支
え
合
い
講
座

ふ
う
太
の
地
域
つ
な
が
り
塾

Ｖ－Ｔｕｂｅ
～ボランティア活動情報番組～

団体名：わくわくクラブ
代　表：江田宏子さん
活動内容：小学校の休み時間や長期休み

などを活用し、子どもたちに昔
ながらのあそびや
様々な体験等の場
（機会）を提供し
ています。

活動紹介

ブイ　　　  　チ　　ュ　　 ー　　 ブ

社協の予定 11/15 ～ 12/31

新型コロナウイルスの影響により、予定を変更する場合があります。
ご理解とご協力をお願い致します。

11/18㈬ 〇心配ごと相談（相談員…民生児童委員）

11/25㈬ 〇ふれあい訪問

11/28㈯ 〇新デイサービスセンター完成式・内覧会

11/29㈰ 〇デイサービスセンター移転のため、
　デイサービスセンター・ひなたぼっこ終日休業

12/２㈬ 〇心配ごと相談（相談員…人権擁護委員）

12/９㈬ 〇ふれあい訪問

12/16㈬ 〇心配ごと相談（相談員…調停委員・民生児童委員）

12/23㈬ 〇ふれあい訪問

エコキャップ収集ボックス
設置についてお知らせ

収集ボックス

長野県長寿社会開発センター
戸田千登美さん

長野県長寿社会開発センター
松永静香さん



 

小林　千
ち お

桜 ちゃん

平成 30 年２月 16 日生まれ

314

（平沢区 / 雅
まさひろ

洋さん・佳
か づ こ

津子さん）

２歳くらいのお子さんを大募集！
ご応募されたご家庭には、DVDまたはBlue-rayDiscの
どちらか１枚と広報誌３冊をプレゼントします。
詳しくは政策情報係（内線114）までご連絡ください！

世帯と人口 11 月１日現在
（平成 27 年国勢調査に基づく推計値）

2,078（－2） 2,213（±0） 4,291（－2）1,579（±0）

　
大
好
き
な
シ
ャ
ボ
ン
玉
遊
び
を
披

露
し
て
く
れ
た
千
桜
ち
ゃ
ん
。

　
苦
手
な
ト
マ
ト
を
、
少
し
ず
つ
で

も
食
べ
ら
れ
る
よ
う
に
頑
張
っ
て
い

ま
す
。

自然劇場

◆令和２年 11 月 13 日（毎月 1 回発行）　　◆有限会社 高錦堂印刷所

◆発行／木島平村 〒 389-2392 長野県下高井郡木島平村大字往郷 914 番地６  ☎ 0269‐82‐3111  

　木島平村公式ウェブサイト  自然劇場きじま平　http://www.vill.kijimadaira.lg.jp/

10 月届出分動きの人人人人
※敬称は省略しています

こんにちは赤ちゃん

　10．６     内　山　   小林　舜
しゅん

　    （昭
あ き お

雄・美
み ゆ き

由紀）
　10．18     南　鴨　   小澤　未

み や

弥　 （和
か ず ま

麻・千
ち ひ ろ

広）
　10．25     中　町　   森　陽

はるちか

悠　    （翔
しょうた

太・沙
さ お り

織）

    誕生日　　地  区　　　  氏　　名       　  （父・母）

広報・村公式ウェブサイトの広告募集中

～暮らしに役立つ広告をお待ちしています～

広報きじま平、村公式ウェブサイトへ掲載する広
告を随時募集しています。
※詳しくは政策情報係までお問合せください。

村
長
ひ
と
こ
と
（
62
）

二
酸
化
炭
素
実
質
ゼ
ロ

木
島
平
村
長　

日
䑓　

正
博

　

菅
総
理
は
所
信
表
明
の
な
か
で
２
０
５
０
年
ま
で
に
二
酸
化

排
出
実
質
ゼ
ロ
を
目
標
に
掲
げ
ま
し
た
。
ま
た
ス
キ
ー
場
を
多
く

抱
え
る
地
域
に
と
っ
て
温
暖
化
に
よ
る
雪
不
足
は
深
刻
な
問
題

で
、
長
野
県
は
い
ち
早
く
「
気
候
非
常
事
態
」
を
宣
言
し
、
住
宅

の
省
エ
ネ
化
や
断
熱
化
、
森
林
整
備
、
太
陽
光
な
ど
の
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
な
ど
を
推
進
す
る
と
し
て
い
ま
す
。
木
島
平

村
も
宣
言
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

村
内
で
可
能
性
が
あ
る
の
は
水
力
発
電
と
太
陽
光
発
電
で
す
。

そ
こ
で
馬
曲
川
発
電
所
を
能
力
ア
ッ
プ
す
る
計
画
を
進
め
て
い

ま
す
。
年
間
発
電
量
は
約
70
万
Ｋ
Ｗ
Ｈ
で
す
。
こ
れ
は
約
２
０
０

世
帯
分
の
年
間
電
力
消
費
量
に
相
当
し
ま
す
。
一
方
で
太
陽
光
発

電
は
こ
れ
ま
で
大
規
模
施
設
で
発
電
し
売
電
す
る
こ
と
が
主
流

で
し
た
が
、
景
観
上
の
課
題
や
売
電
単
価
の
下
落
に
よ
り
ブ
レ
ー

キ
が
か
か
っ
て
い
ま
す
。

　

地
球
温
暖
化
は
世
界
規
模
の
課
題
で
す
。
こ
の
原
稿
を
書
い
て

い
る
時
点
で
ア
メ
リ
カ
の
大
統
領
が
決
ま
っ
て
い
ま
せ
ん
。
ど
ち

ら
に
な
る
か
で
取
組
み
は
大
き
く
左
右
さ
れ
る
と
言
わ
れ
ま
す
。

大
国
は
勿
論
、
全
て
の
国
、
全
て
の
自
治
体
が
取
り
組
ま
な
い
と

解
決
で
き
ま
せ
ん
。

　

ま
た
個
々
の
取
組
み
で
で
き
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
売
電
を
目

的
と
し
な
い
自
家
消
費
用
太
陽
光
発
電
も
そ
の
一
つ
で
す
。
す
で

に
屋
根
に
設
置
し
て
い
る
家
も
あ
り
、
雪
国
で
と
い
う
課
題
は
あ

り
ま
す
。
し
か
し
、
技
術
の
進
歩
で
効
率
が
上
が
り
、
今
後
主
力

に
な
る
と
言
わ
れ
ま
す
。
村
と
し
て
も
推
進
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
「
信
州
屋
根
ソ
ー
ラ
ー

ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
マ
ッ
プ
」
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
住

宅
や
物
置
の
発
電
可
能
性
が
分
か
り
ま
す
の
で
是
非
ご
覧
く
だ

さ
い
。

ごめいふくをお祈りします

　  10. 11         中　島     　高橋　俊
と し お

夫　　     （73）
　  10. 29         栄　町     　宮嶋二

ふ み こ

三子　　     （89）
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